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序
論

　
　
　

第
一
章　

証
券
取
引
法
の
制
定

　
　
　
　

第
一
節　

昭
和
二
二
年
証
券
取
引
法
制
定

　
　
　
　

第
二
節　

昭
和
二
三
年
全
面
改
正 

（
以
上
本
号
）

　
　
　
　

第
三
節　

米
国
証
券
法
・
証
券
取
引
所
法
の
民
事
責
任
規
定

　
　
　

第
二
章　

昭
和
期
の
改
正

　
　
　

第
三
章　

平
成
期
の
改
正

　
　
　

第
四
章　

そ
の
他
の
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
手
段

　
　
　

結
語

藤　
　

林　
　

大　
　

地

不
実
開
示
に
関
す
る
金
融
商
品
取
引
法
上
の
民
事
責
任
制
度
の
沿
革

（一）



不
実
開
示
に
関
す
る
金
融
商
品
取
引
法
上
の
民
事
責
任
制
度
の
沿
革

（一）

二

　
　
　
序
　
論

　

１
、
不
実
開
示
に
関
す
る
金
融
商
品
取
引
法
上
の
民
事
責
任
制
度

　

金
融
商
品
取
引
法
（
以
下
「
金
商
法
」
と
い
う
）
は
、
発
行
市
場
に
対
す
る
不
実
開
示
、
流
通
市
場
に
対
す
る
不
実
開
示
お
よ
び
公
開
買
付
け
に

お
け
る
不
実
開
示
に
関
す
る
事
後
的
な
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
の
手
段
と
し
て
民
事
責
任
制
度
を
定
め
て
い
る
。
民
事
責
任
の
対
象
と
な
る
情
報
開

示
お
よ
び
責
任
主
体
に
基
づ
い
て
そ
の
概
要
を
整
理
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
と
な
る
。

　

ま
ず
、
発
行
市
場
に
対
す
る
情
報
開
示
に
関
し
て
は
、
有
価
証
券
届
出
書１

ま
た
は
発
行
登
録
書
等２

の
虚
偽
記
載
等
（
重
要
な
事
項
の
虚
偽
記
載
、

重
要
な
記
載
事
項
の
欠
缺
ま
た
は
誤
解
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
に
必
要
な
重
要
な
事
実
の
記
載
の
欠
缺
）
に
つ
い
て
、
当
該
書
類
の
提
出
者
（
発
行

者
で
あ
る
会
社３

）
、
当
該
書
類
の
提
出
時
の
当
該
会
社
の
役
員
（
取
締
役
、
会
計
参
与
、
監
査
役
も
し
く
は
執
行
役
ま
た
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
）

も
し
く
は
そ
の
提
出
が
会
社
成
立
前
の
と
き
は
当
該
会
社
の
発
起
人
、
当
該
売
出
し
に
係
る
有
価
証
券
の
所
有
者
、
監
査
証
明
を
行
っ
た
公
認
会
計

士
も
し
く
は
監
査
法
人
ま
た
は
元
引
受
契
約
を
締
結
し
た
金
融
商
品
取
引
業
者
も
し
く
は
登
録
金
融
機
関
は
、
当
該
募
集
ま
た
は
売
出
し
に
応
じ
て

当
該
有
価
証
券
を
取
得
し
た
者
に
対
し
て
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う４

（
金
商
法
１
８
条
１
項
、
２
１
条
１
項
、
２
３
条
の
１
２
第
５
項
）
。
ま

た
、
募
集
ま
た
は
売
出
し
に
つ
い
て
そ
の
作
成
が
義
務
付
け
ら
れ
る
目
論
見
書５

（
金
商
法
１
３
条
１
項
の
目
論
見
書
）
の
虚
偽
記
載
等
に
つ
い
て
、

当
該
目
論
見
書
の
作
成
者
（
発
行
者
で
あ
る
会
社
）
、
当
該
目
論
見
書
の
作
成
時
の
当
該
会
社
の
役
員
も
し
く
は
そ
の
提
出
が
会
社
成
立
前
の
と
き

は
当
該
会
社
の
発
起
人
ま
た
は
当
該
売
出
し
に
係
る
有
価
証
券
の
所
有
者
は
、
当
該
募
集
ま
た
は
売
出
し
に
応
じ
て
当
該
目
論
見
書
の
交
付
を
受
け

て
当
該
有
価
証
券
を
取
得
し
た
者
に
対
し
て
虚
偽
記
載
等
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
（
金
商
法
１
８
条
２
項
、
２
１
条
３
項
、
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三

２
３
条
の
１
２
第
５
項
）
。
さ
ら
に
、
虚
偽
記
載
等
の
あ
る
金
商
法
１
３
条
１
項
の
目
論
見
書
ま
た
は
虚
偽
表
示
等
（
重
要
な
事
項
の
虚
偽
表
示
、

重
要
な
事
項
の
誤
導
的
表
示
ま
た
は
誤
解
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
に
必
要
な
事
実
の
表
示
の
欠
缺６

）
の
あ
る
資
料
を
使
用
し
て
募
集
ま
た
は
売
出
し

に
お
い
て
有
価
証
券
を
取
得
さ
せ
た
者
は
、
当
該
取
得
者
に
対
し
て
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
（
金
商
法
１
７
条
、
２
３
条
の
１
２
第
５
項
）
。

　

ま
た
、
流
通
市
場
に
対
す
る
情
報
開
示
に
関
し
て
は
、
有
価
証
券
届
出
書
、
発
行
登
録
書
・
発
行
登
録
追
補
書
類
、
有
価
証
券
報
告
書
、
内
部
統

制
報
告
書
、
四
半
期
報
告
書
、
半
期
報
告
書
、
臨
時
報
告
書
も
し
く
は
自
己
株
券
買
付
状
況
報
告
書
も
し
く
は
そ
れ
ら
の
添
付
書
類
ま
た
は
訂
正
発

行
登
録
書
、
訂
正
報
告
書
も
し
く
は
訂
正
確
認
書
の
虚
偽
記
載
等
に
つ
い
て
、
当
該
書
類
の
提
出
者
（
発
行
者７

）
は
、
そ
の
公
衆
縦
覧
中
に
当
該
発

行
者
の
有
価
証
券
を
募
集
も
し
く
は
売
出
し
に
よ
ら
な
い
で
取
得
し
た
者
ま
た
は
処
分
し
た
者
に
対
し
て
虚
偽
記
載
等
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を
賠

償
す
る
責
任
を
負
う
（
金
商
法
２
１
条
の
２
第
１
項
）
。
ま
た
、
当
該
書
類
（
公
認
会
計
士
ま
た
は
監
査
法
人
に
つ
い
て
は
臨
時
報
告
書
お
よ
び
自

己
株
券
買
付
状
況
報
告
書
な
ら
び
に
そ
れ
ら
の
訂
正
報
告
書
を
除
く８

）
の
虚
偽
記
載
等
に
つ
い
て
、
当
該
書
類
の
提
出
時
の
発
行
者
の
役
員
ま
た
は

監
査
証
明
を
行
っ
た
公
認
会
計
士
も
し
く
は
監
査
法
人
は
、
当
該
発
行
者
の
有
価
証
券
を
募
集
も
し
く
は
売
出
し
に
よ
ら
な
い
で
取
得
し
た
者
ま
た

は
処
分
し
た
者
に
対
し
て
虚
偽
記
載
等
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う９

（
金
商
法
２
２
条
１
項
、
２
３
条
の
１
２
第
５
項
、
２
４

条
の
４
、
２
４
条
の
４
の
６
、
２
４
条
の
４
の
７
第
４
項
、
２
４
条
の
５
第
５
項
、
２
４
条
の
６
第
２
項
）
。
さ
ら
に
、
親
会
社
等
状
況
報
告
書
ま

た
は
そ
の
訂
正
報
告
書
の
虚
偽
記
載
等
に
つ
い
て
、
当
該
書
類
の
提
出
者
（
親
会
社
等10

）
は
、
そ
の
公
衆
縦
覧
中
に
当
該
提
出
者
を
親
会
社
等
と
す

る
発
行
者
の
有
価
証
券
を
募
集
も
し
く
は
売
出
し
に
よ
ら
な
い
で
取
得
し
た
者
ま
た
は
処
分
し
た
者
に
対
し
て
虚
偽
記
載
等
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害

を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
（
金
商
法
２
１
条
の
２
第
１
項
）
。

　

そ
し
て
、
公
開
買
付
け
に
お
け
る
情
報
開
示
に
関
し
て
は
、
公
開
買
付
開
始
公
告
等11

、
公
開
買
付
届
出
書
・
訂
正
届
出
書
、
公
開
買
付
説
明
書
・
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四

訂
正
公
開
買
付
説
明
書
ま
た
は
対
質
問
回
答
報
告
書
・
訂
正
報
告
書
の
虚
偽
表
示
等
ま
た
は
虚
偽
記
載
等12

に
つ
い
て
、
当
該
公
告
等
を
行
っ
た
者
も

し
く
は
当
該
書
類
の
提
出
者
・
作
成
者
（
公
開
買
付
者
）
、
当
該
公
開
買
付
者
の
特
別
関
係
者
ま
た
は
当
該
公
開
買
付
者
が
法
人
そ
の
他
の
団
体
で

あ
る
場
合
は
当
該
開
示
時
の
役
員
、
理
事
も
し
く
は
幹
事
も
し
く
は
こ
れ
ら
に
準
じ
る
者
は
、
当
該
公
開
買
付
け
に
応
じ
て
当
該
株
券
等
の
売
付
け

等
を
し
た
者
に
対
し
て
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
（
金
商
法
２
７
条
の
２
０
第
１
項
・
３
項
）
。
発
行
者
に
よ
る
公
開
買
付
け
の
場
合
は
、
公

開
買
付
開
始
公
告
等
、
公
開
買
付
届
出
書
・
訂
正
届
出
書
も
し
く
は
公
開
買
付
説
明
書
・
訂
正
公
開
買
付
説
明
書
の
虚
偽
表
示
等
も
し
く
は
虚
偽
記

載
等
、
重
要
事
実
の
発
生
に
係
る
買
付
け
等
の
期
間
の
延
長
の
公
告
・
公
表
の
虚
偽
表
示
等
ま
た
は
重
要
事
実
に
係
る
虚
偽
の
公
表
・
通
知
に
つ
い

て
、
発
行
者
ま
た
は
当
該
開
示
時
の
発
行
者
の
役
員
は
、
当
該
公
開
買
付
け
に
応
じ
て
当
該
株
券
等
の
売
付
け
等
を
し
た
者
に
対
し
て
損
害
を
賠
償

す
る
責
任
を
負
う
（
金
商
法
２
７
条
の
２
２
の
２
第
１
１
項
・
１
２
項
、
２
７
条
の
２
２
の
３
第
６
項
・
７
項
、
２
７
条
の
２
２
の
４
）
。
さ
ら
に
、

虚
偽
記
載
等
ま
た
は
虚
偽
表
示
等
の
あ
る
公
開
買
付
説
明
書
そ
の
他
の
表
示
を
使
用
し
て
株
券
等
の
売
付
け
等
を
さ
せ
た
者
は
、
当
該
売
付
者
に
対

し
て
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
（
金
商
法
２
７
条
の
１
９
、
２
７
条
の
２
２
の
２
第
１
０
項
）
。

　

な
お
、
金
商
法
は
以
上
の
ほ
か
に
、
法
定
の
情
報
開
示
の
不
実
施13

、
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
向
け
市
場
に
お
け
る
情
報
開
示
お
よ
び
外
国
証
券
売
出
し
に

お
け
る
情
報
開
示
に
係
る
不
実
開
示14

、
重
要
な
事
項
の
虚
偽
表
示
ま
た
は
誤
導
的
表
示
に
よ
る
相
場
操
縦
行
為
等15

に
つ
い
て
も
民
事
責
任
を
定
め
て

い
る
。

　

２
、
本
稿
の
内
容

　

か
か
る
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度
は
、
昭
和
二
十
二
年
に
証
券
取
引
法
が
制
定
さ
れ
て
以
来
数
次
の
改
正
を
経
て
現
在
の
形
と
な
っ
た
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も
の
で
あ
る16

。
本
稿
で
は
、
同
制
度
に
つ
い
て
、
同
法
の
制
定
時
や
改
正
時
に
お
け
る
議
論
等
と
共
に
そ
の
沿
革
を
辿
る
こ
と
に
し
た
い
（
第
一
章

〜
第
三
章
）17

。
な
お
、
不
実
開
示
に
関
す
る
事
後
的
な
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
の
手
段
は
、
金
商
法
の
定
め
る
民
事
責
任
以
外
に
も
存
在
す
る
。
そ

こ
で
本
稿
で
は
、
民
事
責
任
以
外
の
事
後
的
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
手
段
に
つ
い
て
も
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
（
第
四
章
）
。
そ
し
て
、
以
上
の
作

業
を
通
し
て
民
事
責
任
制
度
の
在
り
方
を
考
え
る
た
め
の
視
点
を
得
る
こ
と
を
試
み
る
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
、
証
券
取
引
法
等
の
改
正
に
係
る
法
律18

の
平
成
一
九
年
九
月
三
〇
日
施
行19

に
よ
る
改
称
前
に
つ
い
て
は
「
証
券
取
引
法
」
と
言

及
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

１　
「
有
価
証
券
届
出
書
」と
は
、
金
商
法
５
条
１
項
に
よ
る
届
出
書
お
よ
び
同
条
１
３
項
に
よ
る
添
付
書
類
な
ら
び
に
７
条
１
項
、９
条
１
項
ま
た
は
１
０
条
１
項
に
よ
る
訂

正
届
出
書
を
言
う(

金
商
法
２
条
７
項)

。
参
照
方
式
に
よ
る
場
合
に
は
大
要
、
有
価
証
券
届
出
書
に
つ
い
て
は
有
価
証
券
届
出
書
お
よ
び
当
該
有
価
証
券
届
出
書
に
係
る

参
照
書
類
と
、
ま
た
目
論
見
書
に
つ
い
て
は
目
論
見
書
お
よ
び
当
該
目
論
見
書
に
係
る
参
照
書
類
と
読
み
替
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る(

金
商
法
２
３
条
の
２)

。

２　
「
発
行
登
録
書
類
等
」と
は
、
発
行
登
録
書
類
、
訂
正
発
行
登
録
書
ま
た
は
発
行
登
録
追
補
書
類
お
よ
び
そ
の
添
付
書
類
な
ら
び
に
こ
れ
ら
の
書
類
に
係
る
参
照
書
類
を
言

う(

金
商
法
２
３
条
の
１
２
第
５
項)

。

３　

金
商
法
２
条
の
２
以
下
は
、
発
行
者
が
会
社
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
発
行
者
が
会
社
以
外
の
者
で
あ
る
場
合
の
規
定
の
準
用
に
つ
い
て
は
、
金
商
法
２
７
条

参
照
。
な
お
、「
有
価
証
券
」は
金
商
法
２
条
１
項
・
２
項
が
定
義
し
て
い
る
が
、
同
法
３
条
は
同
法
第
二
章
の
適
用
が
除
外
さ
れ
る
有
価
証
券
を
定
め
て
い
る
。

４　

金
商
法
１
８
条
に
お
け
る
有
価
証
券
届
出
書
お
よ
び
金
商
法
１
３
条
１
項
の
目
論
見
書
の
虚
偽
記
載
等
に
係
る
発
行
者
の
責
任
に
つ
い
て
は
、
損
害
賠
償
額
が
法
定
さ
れ

て
お
り(

金
商
法
１
９
条)

、
損
害
賠
償
請
求
権
の
消
滅
時
効
・
除
斥
期
間
も
金
商
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る(

金
商
法
２
０
条)

。
な
お
、
か
か
る
虚
偽
記
載
等
に
係
る
発
行

者
以
外
の
責
任
主
体
の
損
害
賠
償
額
は
、
虚
偽
記
載
等
と
因
果
関
係
の
あ
る
損
害
の
額
と
規
定
さ
れ
て
い
る(

金
商
法
２
１
条
１
項
・
３
項)

。
こ
の
点
は
、
金
商
法
２
２

条
の
責
任
も
同
様
で
あ
る
。

５　

発
行
登
録
が
行
わ
れ
た
場
合
は
、
目
論
見
書
ま
た
は
目
論
見
書
に
係
る
参
照
書
類
の
虚
偽
記
載
等
に
つ
い
て
民
事
責
任
が
発
生
す
る
。
金
商
法
１
７
条
に
関
し
て
も
同
様
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融
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沿
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（一）

六

で
あ
る
。
準
用
規
定
と
し
て
金
商
法
２
３
条
の
１
２
第
５
項
参
照
。

６　

事
実
の
表
示
等
の
欠
缺
に
つ
い
て
、
金
商
法
１
７
条
お
よ
び
２
７
条
の
３
４
の
２
第
２
項
は
、「
重
要
な
事
実
」で
は
な
く
、
単
に「
事
実
」と
規
定
し
て
い
る
。

７　

会
社
以
外
の
発
行
者
に
関
す
る
準
用
を
定
め
る
金
商
法
２
７
条
は
、
そ
の
性
質
上
、
自
己
株
券
買
付
状
況
報
告
書
の
提
出
に
係
る
同
法
２
４
条
の
６
を
準
用
対
象
か
ら
除

外
し
て
い
る
。

８　

臨
時
報
告
書
お
よ
び
自
己
株
券
買
付
状
況
報
告
書
は
監
査
証
明
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い(

金
商
法
１
９
３
条
の
２
第
１
項
本
文
・
監
査
府
令
１
条
参
照)

。

９　

発
行
者
の
損
害
賠
償
責
任
に
つ
い
て
は
金
商
法
２
１
条
の
２
第
３
項
に
損
害
額
の
推
定
規
定
が
あ
り
、
ま
た
か
か
る
損
害
賠
償
請
求
権
に
つ
い
て
は
消
滅
時
効
・
除
斥
期

間
が
金
商
法
２
１
条
の
３
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。

10　
「
親
会
社
等
」の
意
義
は
金
商
法
２
４
条
の
７
第
１
項
が
定
義
す
る
。

11　
「
公
開
買
付
開
始
公
告
等
」と
は
、
公
開
買
付
開
始
公
告
、
買
付
条
件
等
の
変
更
の
公
告
・
公
表(

金
商
法
２
７
条
の
６
第
２
項
・
３
項)

、
公
開
買
付
開
始
公
告
の
訂
正
の
公

告
・
公
表(

金
商
法
２
７
条
の
７
第
１
項
・
２
項)

、　

公
開
買
付
届
出
書
ま
た
は
そ
の
訂
正
届
出
書
に
係
る
訂
正
届
出
書
の
提
出
に
係
る
買
付
け
等
の
期
間
の
延
長
の
公
告
・

公
表(

金
商
法
２
７
条
の
８
第
８
項)

、
お
よ
び
、
公
開
買
付
届
出
書
ま
た
は
そ
の
訂
正
届
出
書
に
係
る
訂
正
届
出
書
に
記
載
し
た
内
容
の
う
ち
公
開
買
付
開
始
公
告
に
記

載
し
た
内
容
に
係
る
も
の
の
公
告
・
公
表(

金
商
法
２
７
条
の
８
第
１
１
項)

を
言
う(

金
商
法
２
７
条
の
２
０
第
１
項
１
号)

。

12　

公
開
買
付
者
が
当
該
公
開
買
付
期
間
の
末
日
後
に
当
該
公
開
買
付
け
に
係
る
株
券
等
の
買
付
け
等
を
当
該
公
開
買
付
け
に
よ
ら
な
い
で
行
う
契
約
が
あ
っ
た
場
合
に
、
当

該
契
約
の
存
在
を
公
開
買
付
届
出
書
ま
た
は
公
開
買
付
説
明
書
に
記
載
せ
ず
、
か
つ
、
当
該
公
開
買
付
期
間
の
末
日
後
に
当
該
契
約
に
よ
る
買
付
け
等
を
行
っ
た
と
き
に

つ
い
て
は
、
発
行
者
の
み
が
責
任
主
体
と
な
る
も
の
と
も
解
さ
れ
る(

金
商
法
２
７
条
の
２
０
第
３
項
参
照)

。
ま
た
、
こ
の
場
合
に
つ
い
て
は
損
害
賠
償
額
が
法
定
さ
れ

て
お
り(

金
商
法
２
７
条
の
２
０
第
２
項)

、
消
滅
時
効
・
除
斥
期
間
も
定
め
ら
れ
て
い
る(

金
商
法
２
７
条
の
２
１
第
２
項)

。

13　

金
商
法
の
定
め
る
情
報
開
示
の
不
実
施
に
関
し
て
は
、
有
価
証
券
届
出
書
の
提
出
ま
た
は
目
論
見
書
の
交
付
の
不
実
施
に
つ
い
て
同
法
１
６
条
、
発
行
登
録
追
補
書
類
の

提
出
の
不
実
施
に
つ
い
て
同
法
２
３
条
の
１
２
第
４
項
、
公
開
買
付
届
出
書
・
訂
正
届
出
書
の
提
出
ま
た
は
公
開
買
付
説
明
書
の
交
付
の
不
実
施
に
つ
い
て
同
法
２
７
条

の
１
６(

発
行
者
に
よ
る
公
開
買
付
け
の
場
合
に
つ
い
て
同
法
２
７
条
の
２
２
の
２
第
９
項)

、
発
行
者
に
よ
る
公
開
買
付
け
に
お
け
る
重
要
事
実
の
公
表
・
通
知
の
不
実

施
に
つ
い
て
同
法
２
７
条
の
２
２
の
４
、
外
国
証
券
情
報
の
提
供
ま
た
は
公
表
の
不
実
施
に
つ
い
て
２
７
条
の
３
４
の
２
第
１
項
が
民
事
責
任
を
規
定
し
て
い
る
。

14　

特
定
取
得
勧
誘
ま
た
は
特
定
売
付
け
勧
誘
等
に
係
る
有
価
証
券
の
発
行
者
が
発
行
開
示
と
し
て
提
供
ま
た
は
公
表
す
る
義
務
を
負
う
特
定
証
券
等
情
報(

特
定
証
券
情
報

も
し
く
は
訂
正
特
定
証
券
情
報
ま
た
は
そ
れ
ら
に
係
る
参
照
情
報)

に
虚
偽
の
情
報
等(
重
要
な
事
項
に
係
る
虚
偽
の
情
報
、
提
供
も
し
く
は
公
表
す
べ
き
重
要
な
事
項
の

欠
缺
ま
た
は
誤
解
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
に
必
要
と
な
る
重
要
な
事
実
に
関
す
る
情
報
の
欠
缺)
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
金
商
法
１
８
条
１
項
、１
９
条
お
よ
び
２
０

条
な
ら
び
に
２
１
条
の
一
部(

同
条
１
項
３
号
、２
項
２
号
・
３
号
、３
項
以
外)

が
準
用
さ
れ
て
い
る(
金
商
法
２
７
条
の
３
３)

。
さ
ら
に
、
継
続
開
示
と
し
て
提
供
ま
た
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七

は
公
表
す
る
義
務
を
負
う
特
定
情
報(

特
定
証
券
等
情
報
ま
た
は
発
行
者
情
報
も
し
く
は
訂
正
発
行
者
情
報)

に
虚
偽
の
情
報
等
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
金
商
法
２
１

条
の
２
お
よ
び
２
２
条
が
準
用
さ
れ
て
い
る(

金
商
法
２
７
条
の
３
４)

。

　
　

外
国
証
券
売
出
し
に
つ
い
て
は
、
虚
偽
の
情
報
等
の
あ
る
外
国
証
券
情
報
を
使
用
し
て
有
価
証
券
を
売
り
付
け
た
金
融
商
品
取
引
業
者
等
は
当
該
有
価
証
券
を
買
い
付
け

た
者
の
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
い
、
ま
た
、
公
表
情
報
の
う
ち
に
虚
偽
の
情
報
等
が
あ
る
場
合
は
当
該
公
表
情
報
を
公
表
し
た
金
融
商
品
取
引
業
者
等
は
そ
の
公
表

中
に
当
該
金
融
商
品
取
引
業
者
等
か
ら
当
該
公
表
情
報
に
係
る
有
価
証
券
を
募
集
も
し
く
は
売
出
し
も
し
く
は
特
定
勧
誘
等
に
よ
ら
な
い
で
取
得
し
た
者
ま
た
は
処
分
し

た
者
に
対
し
て
虚
偽
の
情
報
等
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う(

金
商
法
２
７
条
の
３
４
の
２
第
２
項
・
３
項)

。

15　

金
商
法
１
６
０
条
１
項
お
よ
び
１
５
９
条
２
項
３
号
参
照

16　

証
券
取
引
法
・
金
商
法
の
条
文
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
金
融
庁
・
金
融
研
究
セ
ン
タ
ー「(

資
料) 

金
融
商
品
取
引
法(

旧
証
券
取
引
法)

等
の
改
正
経
緯
」(

二
〇
〇
九
年
六
月

一
六
日)

〔http://w
w

w
.fsa.go.jp/frtc/kenkyu/event/20090616.htm

l

〕を
参
照
し
た
。

17　

証
券
取
引
法
・
金
商
法
上
の
情
報
開
示
制
度
・
民
事
責
任
制
度
の
変
遷
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
黒
沼
悦
郎「
証
券
市
場
の
再
生
へ
―
―
証
券
取
引
法
の

制
定
と
そ
の
後
の
諸
改
正
―
―
」浜
田
道
代
編『
北
澤
正
啓
先
生
古
希
祝
賀
論
文
集 

日
本
会
社
立
法
の
歴
史
的
展
開
』五
六
八
頁(

商
事
法
務
研
究
会
、
平
成
一
一
年)

、
小

谷
融『
金
融
商
品
取
引
法
の
開
示
制
度
―
―
歴
史
的
変
遷
と
制
度
趣
旨
―
―
』(

中
央
経
済
社
、
二
〇
一
〇
年)

、
岸
田
雅
雄
監
修『
注
釈
金
融
商
品
取
引
法〔
第
１
巻
〕定
義
・

情
報
開
示
』二
二
八
‐
三
三
三
頁〔
加
藤
貴
仁
〕(

金
融
財
政
事
情
研
究
会
、
平
成
二
三
年)

参
照
。

18　

平
成
一
八
年
法
律
第
六
五
号「
証
券
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」(

平
成
一
八
年
六
月
一
四
日)

。

19　

平
成
一
九
年
政
令
第
二
三
二
号「
証
券
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
」 (

平
成
一
九
年
八
月
三
日)

。
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（一）

八

　
　
　

第
一
章
　
証
券
取
引
法
の
制
定

　　

本
章
で
は
、
情
報
開
示
制
度
お
よ
び
民
事
責
任
制
度
の
整
備
と
い
う
観
点
か
ら
昭
和
二
二
年
の
証
券
取
引
法
の
制
定
お
よ
び
同
二
三
年
の
全
面

改
正
を
整
理
し１

２

、
ま
た
、
証
券
取
引
法
の
母
法
で
あ
る
米
国
証
券
法
・
証
券
取
引
所
法
の
民
事
責
任
規
定
の
沿
革
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
う
。
な

お
、
以
下
で
は
、
昭
和
二
二
年
に
制
定
さ
れ
た
証
券
取
引
法３

を
昭
和
二
二
年
法
、
昭
和
二
三
年
の
全
面
改
正４

後
の
同
法
を
昭
和
二
三
年
法
と
呼
ぶ

こ
と
が
あ
る
。

　
　

第
一
節
　
昭
和
二
二
年
証
券
取
引
法
制
定

　

１
、
証
券
取
引
法
制
定
の
経
緯

　

日
本
証
券
取
引
所
法５

に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
日
本
証
券
取
引
所
に
お
け
る
取
引
は
、
終
戦
の
直
前
に
停
止
さ
れ
た
。
取
引
の
再
開
は
、
公
正

な
株
価
の
形
成
を
図
り
、
経
済
の
復
興
や
人
心
の
安
定
に
資
す
る
も
の
と
し
て
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
が
、
連
合
軍
総
司
令
部
は
昭
和
二
〇
年
九

月
二
五
日
に
覚
書
を
発
し
て
そ
れ
を
禁
止
し
た６

。
そ
の
大
き
な
理
由
は
証
券
取
引
機
構
の
戦
時
色
に
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
民
主
的
に
改
正
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。
ま
た
、
広
く
経
済
の
民
主
化
の
要
請
か
ら
、
有
価
証
券
が
一
般
大
衆
の
手
に
分
散
保
有
さ
れ
る
こ
と
も
必
要
と
な
っ
た７

。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
大
蔵
省
は
当
初
、
日
本
証
券
取
引
所
法
施
行
以
前
の
証
券
・
商
品
取
引
所
の
基
本
法
で
あ
る
旧
「
取
引
所
法
」
の

改
正
（
証
券
取
引
所
の
会
員
組
織
化
）
で
対
応
し
よ
う
と
し
、
昭
和
二
一
年
六
月
二
二
日
に
改
正
草
案
を
総
司
令
部
に
提
出
し
た８

。
こ
れ
に
対
し
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九

て
総
司
令
部
は
同
年
七
月
頃
、
政
府
か
ら
独
立
し
た
証
券
取
引
委
員
会
の
設
置
お
よ
び
総
合
的
単
行
法
で
あ
る
「
証
券
取
引
法
」
の
制
定
を
要
求

し
た９

。
経
済
科
学
局
財
政
課
の
昭
和
二
二
年
法
制
定
時
の
主
席
担
当
官
はL

oren
 J. B

ren
tlin

ger

、
そ
し
て
次
席
担
当
官
は
証
券
業
に
つ
い
て
深

い
知
識
を
有
す
るT

h
om

as F. M
. A

d
am

s

で
あ
り10

、
米
国
法
上
の
制
度
の
導
入
が
要
求
さ
れ
た11

。
情
報
開
示
制
度
に
関
し
て
は
、
①R

egistration
 

S
tatem

en
t

の
届
出
を
義
務
付
け
る
こ
と
、
②
届
出
が
有
効
で
な
け
れ
ば
証
券
の
発
行
等
を
な
し
得
な
い
と
す
る
こ
と
、
③
目
論
見
書
や
広
告
等

の
使
用
に
関
し
て
保
障
措
置
を
設
け
る
こ
と
、
④
証
券
監
督
機
関
に
届
出
ら
れ
た
情
報
を
公
衆
縦
覧
に
供
す
る
こ
と
、
⑤
届
出
の
不
履
行
や
不
正

行
為
、
書
類
の
偽
造
、
虚
偽
の
宣
伝
、
相
場
操
縦
な
ど
に
つ
い
て
制
裁
お
よ
び
民
事
責
任
を
課
す
こ
と
な
ど
が
要
求
さ
れ
た
。

　

総
司
令
部
の
要
求
を
把
握
し
た12

大
蔵
省
は
、
昭
和
二
一
年
九
月
二
一
日
に
理
財
局
に
証
券
課
を
新
設
し
た
。
同
課
は
、
一
〇
月
一
〇
日
ま
で
に

証
券
取
引
法
案13

を
起
案
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
昭
和
二
二
年
法
と
類
似
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る14

。
そ
し
て
、
同
年
一
二
月
二
一
日
に
作

成
さ
れ
た
証
券
取
引
法
案
要
綱
に
お
い
て
も
、
後
述
す
る
昭
和
二
二
年
法
と
同
様
の
内
容
が
規
定
さ
れ
た15

。
立
案
担
当
官
は
、
証
券
取
引
お
よ
び

証
券
取
引
所
の
民
主
化
を
実
現
す
る
た
め
に
、
従
前
の
取
引
所
法
や
有
価
証
券
業
取
締
法
な
ど
を
統
合
し
て
内
容
を
民
主
的
に
改
め
、
ま
た
、
株

式
・
社
債
の
発
行
に
関
す
る
届
出
制
度
を
加
え
て
草
案
と
し
た
こ
と
な
ど
を
語
っ
て
い
る16

。
証
券
取
引
法
案
は
大
蔵
省
に
お
い
て
昭
和
二
二
年
二

月
に
は
成
案
と
な
り
、
ま
た
、
詳
細
な
想
定
質
疑
が
作
成
さ
れ
た17

。
同
法
案
は
、
三
月
五
日
に
第
九
二
回
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
、
さ
ら
に
総
司

令
部
の
承
認
を
得
、
三
月
一
八
日
に
成
立
し
、
同
月
二
八
日
に
公
布
さ
れ
た
。

　

２
、
証
券
取
引
法
制
定
の
趣
旨

　

証
券
取
引
法
は
、
「
国
民
経
済
の
適
切
な
運
営
及
び
投
資
者
の
保
護
に
資
す
る
た
め
、
有
価
証
券
の
発
行
及
び
売
買
そ
の
他
の
取
引
を
公
正
な



不
実
開
示
に
関
す
る
金
融
商
品
取
引
法
上
の
民
事
責
任
制
度
の
沿
革

（一）

一
〇

ら
し
め
、
且
つ
、
有
価
証
券
の
流
通
を
円
滑
な
ら
し
め
る
こ
と
を
目
的
」
（
１
条
）
と
す
る
法
律
と
し
て
制
定
さ
れ
た
。
同
法
制
定
の
具
体
的
趣

旨
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
日
本
経
済
の
民
主
化
は
企
業
所
有
の
民
主
化
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
達
成
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
為
に
は
、
企
業
へ
の
参

加
を
化
体
す
る
有
価
証
券
の
所
有
の
大
衆
化
が
ま
ず
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
従
来
我
が
国
に
お
い
て
一
部
の
者
の
投
機
の
対
象
と
し
て
観
念

せ
ら
れ
て
い
た
有
価
証
券
を
広
く
一
般
大
衆
の
直
接
投
資
の
対
象
と
し
て
の
地
位
に
ま
で
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
一
般
大
衆
の
投
資
者
と

し
て
の
地
位
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、
有
価
証
券
の
取
引
の
公
正
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
か
か
る
目
的
の
た
め
の
不
可
欠
の
要
件
で
あ
り
、
証
券

取
引
法
は
そ
の
充
足
を
目
的
と
す
る18

。

　

こ
の
よ
う
に
、
経
済
の
民
主
化
は
証
券
の
大
衆
化
を
通
じ
た
企
業
所
有
の
民
主
化
が
要
件
と
さ
れ
、
証
券
の
大
衆
化
は
投
資
者
の
保
護
等
の
実

現
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
た19

。
ま
た
、
当
時
、
財
閥
解
体
に
伴
う
大
量
の
株
式
の
売
出
し
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
大
衆
が
安
心
し
て

そ
の
自
由
な
判
断
と
責
任
に
お
い
て
投
資
し
得
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た20

。
な
お
、
証
券
の
大
衆
化
の
目
的
に

つ
い
て
は
、
占
領
下
に
お
け
る
金
融
政
策
、
す
な
わ
ち
、
大
衆
株
主
を
証
券
市
場
に
動
員
し
て
産
業
資
金
の
調
達
を
図
る
と
い
う
長
期
金
融
と
短

期
金
融
の
分
離
政
策
も
指
摘
さ
れ
る21

。

　

３
、
情
報
開
示
制
度
の
導
入

　

当
時
の
我
が
国
に
お
い
て
有
価
証
券
と
り
わ
け
株
式
は
、
財
閥
な
ど
の
資
本
家
が
保
有
す
る
か
投
機
家
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
多
く
、
一
般
大

衆
の
投
資
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
比
較
的
少
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
そ
も
そ
も
財
閥
に
よ
る
企
業
の
独
占
的
支
配
が
あ
る
が
、
大
衆
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一
一

が
証
券
発
行
会
社
の
内
容
を
正
確
か
つ
容
易
に
知
る
機
会
と
制
度
に
恵
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る22

。

　

す
な
わ
ち
、
発
行
開
示
に
関
し
て
は
、
株
式
や
社
債
の
発
行
に
際
し
て
そ
の
内
容
を
開
示
す
る
方
法
と
し
て
申
込
証
の
使
用
が
義
務
付
け
ら
れ
、

記
載
内
容
も
法
定
さ
れ
て
い
た
が
、
当
該
記
載
内
容
だ
け
で
は
投
資
判
断
に
と
っ
て
十
分
で
は
な
く
、
実
際
の
発
行
例
に
お
い
て
は
、
特
に
株
式

の
場
合
は
、
目
論
見
書
や
広
告
、
そ
の
他
文
書
に
追
加
的
内
容
を
記
載
し
て
補
う
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
申
込
証
や
目
論
見
書
、
広

告
、
そ
の
他
の
文
書
に
お
け
る
不
実
記
載
に
つ
い
て
は
刑
事
罰
が
定
め
ら
れ
て
い
た
が
実
効
性
は
殆
ど
な
く
、
誇
大
宣
伝
に
よ
っ
て
投
資
者
が
不

測
の
損
害
を
被
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た23

。
ま
た
、
継
続
開
示
に
関
し
て
も
、
貸
借
対
照
表
の
公
告
義
務
は
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
計
算
書
類

に
つ
い
て
は
株
主
総
会
招
集
通
知
へ
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た24

。

　

こ
れ
に
対
し
て
昭
和
二
二
年
法
は
、
米
国
の
一
九
三
三
年
証
券
法
に
範
を
と
っ
た
有
価
証
券
届
出
書
（
届
出
書
・
訂
正
届
出
書
）
制
度
を
導
入

し
た
。
す
な
わ
ち
、
額
面
総
額
２
０
万
円
以
上
の
株
式
・
社
債
の
発
行
に
つ
い
て
発
行
会
社
の
実
体
を
明
ら
か
に
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
の

提
出
（
必
要
が
あ
る
と
き
は
訂
正
届
出
書
の
提
出
）
を
要
求
し
、
届
出
の
効
力
発
生
前
の
募
集
等
が
禁
止
さ
れ
た
（
６
条
１
項
・
３
項
、
８
条
、

９
条
）
。
そ
し
て
、
当
該
書
類
を
公
衆
縦
覧
に
供
し
、
さ
ら
に
謄
本
・
抄
本
の
交
付
を
請
求
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
で
、
投
資
の
た
め
の
有
力

な
資
料
の
提
供
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
た25

（
１
３
条
）
。
さ
ら
に
、
目
論
見
書26

に
つ
い
て
は
、
そ
の
記
載
事
項
を
有
価
証
券
届
出
書
に
も
記
載
す
る

こ
と
を
要
求
し
（
６
条
１
項
９
号
）
、
当
該
記
載
と
異
な
る
内
容
を
記
載
し
た
目
論
見
書
の
使
用
を
禁
じ
た27

（
７
条
）
。
そ
し
て
、
事
業
年
度
毎

に
業
務
・
財
産
の
状
況
を
記
載
す
る
有
価
証
券
報
告
書
の
作
成
・
提
出
を
義
務
付
け
、
ま
た
、
公
衆
縦
覧
に
供
し
、
さ
ら
に
謄
本
・
抄
本
の
交
付

を
請
求
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
で
、
会
社
の
事
業
の
発
展
経
過
等
の
情
報
を
大
衆
の
投
資
判
断
の
資
料
と
し
て
常
時
提
供
す
る
こ
と
と
さ
れ
た28

（
１
２
条
、
１
３
条
）
。



不
実
開
示
に
関
す
る
金
融
商
品
取
引
法
上
の
民
事
責
任
制
度
の
沿
革

（一）

一
二

　

４
、
民
事
責
任
制
度
の
導
入

　

商
法
上
の
申
込
証
は
記
載
内
容
が
簡
素
な
だ
け
で
な
く
、
民
事
責
任
も
明
文
で
は
定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
昭
和
二
二
年
法

で
は
、
投
資
者
の
保
護
に
資
す
る
と
と
も
に
、
有
価
証
券
届
出
書
の
内
容
の
真
正
を
期
す
る
た
め
に29

、
次
の
よ
う
な
民
事
責
任
が
定
め
ら
れ
た
。

　

第
十
条　

第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
が
あ
つ
た
届
出
書
類
に
、
真
実
に
反
す
る
記
載
が
あ
り
又

は
重
要
な
事
項
の
記
載
の
省
略
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
届
出
書
類
の
届
出
者
は
、
そ
の
記
載
を
信
じ
て
株
式
の
申
込
を
し
若
し
く
は
社
債
の
募

集
に
応
じ
た
者
又
は
当
該
株
式
若
し
く
は
社
債
を
取
得
し
た
者
に
対
し
、
連
帯
し
て
損
害
賠
償
の
責
め
に
任
ず
る
。
但
し
、
届
出
者
が
故
意
及
び

過
失
が
な
か
つ
た
こ
と
を
証
明
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　

前
項
の
責
任
は
、
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
株
式
若
し
く
は
社
債
の
募
集
若
し
く
は
募
集
の
委
託
又
は
株
式
の
割
当
若
し
く
は
引
受
が
で
き
る
こ

と
と
な
つ
た
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
時
効
に
よ
つ
て
消
滅
す
る
。

　

第
十
一
条　

前
条
の
規
定
は
、
第
七
条
の
規
定
に
違
反
し
て
第
六
条
第
一
項
第
九
号
の
記
載
事
項
と
異
な
る
事
項
を
記
載
し
た
目
論
見
書
を
使

用
し
た
者
に
、
こ
れ
を
準
用
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
届
出
書
・
訂
正
届
出
書
に
お
け
る
不
実
記
載
等
（
真
実
に
反
す
る
記
載
ま
た
は
重
要
な
事
項
の
記
載
の
省
略
）
に
つ
い
て
、
そ
の

届
出
者
（
会
社
成
立
前
の
場
合
に
お
い
て
は
発
起
人
、
合
併
の
場
合
に
お
い
て
は
設
立
委
員
ま
た
は
会
社
成
立
後
の
場
合
に
お
い
て
は
そ
の
取
締

役
・
職
務
代
行
者
の
全
員30

）
は
連
帯
し
て
、
当
該
記
載
を
信
じ
て
当
該
有
価
証
券
届
出
書
に
係
る
株
式
・
社
債
を
取
得
し
た
者
の
損
害
を
賠
償
す
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る
も
の
と
さ
れ
た
。
目
論
見
書
に
つ
い
て
は
、
有
価
証
券
届
出
書
と
の
記
載
の
相
違
に
基
づ
く
損
害
が
責
任
の
対
象
で
あ
り
、
ま
た
、
責
任
主
体

は
目
論
見
書
を
使
用
し
た
者
で
あ
る
た
め
何
人
も
責
任
を
負
い
得
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た31

。
そ
し
て
、
以
上
の
責
任
に
つ
い
て
は
３
年
の
消
滅
時

効
と
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
責
任
は
、
立
証
責
任
や
連
帯
責
任
、
時
効
等
の
点
で
民
商
法
上
の
民
事
責
任
と
異
な
る
が
、
民
商
法
に
基
づ
く

民
事
責
任
を
排
除
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
過
失
相
殺
等
に
つ
い
て
は
民
法
の
一
般
原
則
に
よ
る
と
さ
れ
た32

。

　

か
か
る
昭
和
二
二
年
法
の
民
事
責
任
規
定
の
特
徴
は
、
発
行
者
は
、
「
〔
有
価
証
券
届
出
書
〕
の
記
載
事
項
と
異
な
る
事
項
を
記
載
し
た
目
論

見
書
を
使
用
し
た
者
」
と
し
て
は
責
任
を
負
い
得
る33

が
、
有
価
証
券
届
出
書
の
不
実
記
載
等
に
係
る
責
任
主
体
か
ら
は
除
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
の
点
の
理
由
は
、
当
時
の
資
料
か
ら
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
継
続
開
示
た
る
有
価
証
券
報
告
書
の
不
実
記
載
等
に
つ
い
て
、
証
券
取
引
法
上
の
民
事
責
任
が
定
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
点
の
理
由
も
、
当
時
の
資
料
か
ら
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
な
お
、
昭
和
二
二
年
法
１
０
条
は
、
有
価
証
券
の
第
一
次
取
得
者
だ

け
で
な
く
、
有
価
証
券
届
出
書
の
不
実
記
載
等
を
信
頼
し
て
同
届
出
書
に
係
る
有
価
証
券
を
転
得
し
た
者
も
損
害
賠
償
請
求
権
者
と
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
限
り
で
は
流
通
市
場
に
対
す
る
不
実
開
示
に
つ
い
て
民
事
責
任
が
定
め
ら
れ
て
い
た
と
言
え
る
。

　
　
第
二
節
　
昭
和
二
三
年
全
面
改
正

　

１
、
昭
和
二
三
年
証
券
取
引
法
改
正
の
経
緯

　

昭
和
二
二
年
三
月
二
八
日
に
公
布
さ
れ
た
証
券
取
引
法
は
、
規
定
毎
に
施
行
期
日
を
勅
令
で
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
同
年
七
月
二
三
日



不
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開
示
に
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る
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融
商
品
取
引
法
上
の
民
事
責
任
制
度
の
沿
革

（一）

一
四

に
証
券
取
引
委
員
会
に
関
す
る
規
定
が
施
行
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
施
行
令
案
が
作
成
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
施
行
さ
れ
な
か
っ
た34

。

　

そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
昭
和
二
三
年
法
制
定
時
の
主
席
担
当
官A

d
am

s

35

は
、
自
ら
が
前
主
席
担
当
官B

ren
tlin

ger

と
は
異
な
る
考
え
を
持
っ
て

お
り
、
施
行
令
案
の
多
く
を
修
正
し
、
ま
た
多
く
の
新
た
な
規
定
を
加
え
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
法
律
自
体
を
書
き
直
す
こ
と
が
適
切
だ
と
考

え
た
と
後
に
説
明
し
て
い
る36

。
ま
た
、
昭
和
二
二
年
三
月
の
ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
に
よ
っ
て
占
領
政
策
が
変
更
さ
れ
日
本
の
経
済
復
興
を

優
先
す
る
こ
と
に
な
り
、
企
業
の
再
建
整
備
に
要
す
る
資
金
調
達
の
効
率
化
の
た
め
に
証
券
取
引
法
に
対
す
る
関
心
が
強
ま
り
、
そ
の
改
正
の
必

要
性
が
認
識
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る37

。

　

同
年
一
〇
月
二
七
日
にA

d
am

s

は
、
自
ら
が
起
草
し
た38

「
証
券
取
引
法
改
正
案
」
と
題
す
る
昭
和
二
二
年
法
の
逐
条
改
正
案
を
大
蔵
省
に
提
示

し39

、
こ
れ
に
基
づ
く
改
正
を
求
め
た40

。
同
逐
条
改
正
案
に
は
、
多
数
の
委
任
事
項
の
法
律
へ
の
組
み
入
れ
、
証
券
取
引
委
員
会
制
度
の
強
化
、
有

価
証
券
の
定
義
の
拡
張
、
有
価
証
券
届
出
書
制
度
の
合
理
化
、
証
券
業
・
証
券
取
引
所
の
登
録
制
へ
の
変
更
な
ど
、
多
数
の
事
項
が
含
ま
れ
て
い

た41

。

　

こ
れ
に
対
し
て
大
蔵
省
で
は
、A

d
am

s

の
改
正
案
を
で
き
る
だ
け
尊
重
し
た
上
で
、
我
が
国
の
他
の
法
令
と
の
調
和
を
図
る
た
め
の
修
正
を
加

え
て
、
改
正
法
案
を
作
成
し
た42

。
立
案
担
当
官
は
、
改
正
法
案
は
、A

d
am

s

の
逐
条
改
正
案
を
そ
の
ま
ま
翻
訳
し
た
も
の
で
は
な
く
、
昭
和
二
二

年
法
にA

d
am

s

の
案
を
加
え
て
、
そ
れ
を
日
本
的
に
咀
嚼
し
て
起
案
し
た
も
の
で
あ
る
と
語
っ
て
い
る43

。
そ
の
後
、A

d
am

s

と
の
逐
条
審
議
、
法

制
局
に
お
け
る
審
査
を
経
て
、
改
正
法
案
は
昭
和
二
三
年
三
月
二
三
日
に
国
会
に
提
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
証
券
取
引
法
改
正
法
は
同
年
四
月
六

日
に
成
立
し
、
同
月
一
三
日
に
公
布
さ
れ
た44

。
な
お
、
国
会
で
の
質
疑
は
、
資
料
で
確
認
し
得
る
限
り
で
は
、
証
券
業
者
や
証
券
取
引
所
の
規
制
、
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そ
し
て
い
わ
ゆ
る
六
五
条
問
題
に
集
中
し
て
お
り
、
不
実
開
示
に
係
る
民
事
責
任
に
つ
い
て
は
１
７
条
の
解
釈
が
問
わ
れ
た
に
留
ま
る45

。

　

２
、
情
報
開
示
制
度
の
改
正

　

昭
和
二
二
年
法
の
う
ち
改
正
が
加
え
ら
れ
な
い
規
定
は
十
数
条
に
過
ぎ
な
か
っ
た
た
め
、
証
券
取
引
法
は
全
部
改
正
が
行
わ
れ
た46

。
こ
の
う
ち

情
報
開
示
制
度
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
次
の
改
正
が
行
わ
れ
た47

。

　

す
な
わ
ち
、
有
価
証
券
届
出
書48

に
つ
い
て
は
募
集
・
売
出
し
を
行
う
場
合
に
そ
の
提
出
を
要
す
る
も
の
と
し
（
４
条
）
、
目
論
見
書
に
つ
い
て

は
そ
の
作
成
と
交
付
が
義
務
付
け
ら
れ
た
（
１
３
条
１
項
、
１
５
条
２
項
）
。
ま
た
、
継
続
開
示
に
つ
い
て
は
、
有
価
証
券
届
出
書
を
過
去
に
提

出
し
た
会
社
が
提
出
義
務
を
負
う
有
価
証
券
報
告
書
（
２
４
条
）
に
加
え
て
、
上
場
会
社
に
つ
い
て
上
場
有
価
証
券
報
告
書
の
提
出
が
義
務
付
け

ら
れ
た49

（
１
１
８
条
）
。
上
場
有
価
証
券
報
告
書
は
、
有
価
証
券
報
告
書
と
同
趣
旨
の
も
の
で
あ
り
、
上
場
有
価
証
券
に
関
す
る
最
近
の
情
報
を

常
に
補
完
し
投
資
判
断
の
資
料
を
提
供
す
る
も
の
と
さ
れ
た
が50

、
有
価
証
券
届
出
書
お
よ
び
有
価
証
券
報
告
書
と
異
な
り
公
衆
縦
覧
規
定
が
当
初

置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
（
２
５
条
対
比
）
。
こ
の
点
は
、
後
述
す
る
昭
和
二
八
年
改
正
に
お
い
て
１
１
８
条
２
項
と
し
て
規
定
さ
れ
た
。
な
お
、

財
務
計
算
書
類
に
つ
い
て
計
理
士
に
よ
る
監
査
証
明
を
受
け
る
べ
き
こ
と
も
定
め
ら
れ
た
（
１
９
３
条
）
。

　

３
、
民
事
責
任
制
度
の
改
正

　

民
事
責
任
制
度
に
つ
い
て
は
、
一
般
不
法
行
為
法
の
特
則
と
し
て51

、
目
論
見
書
お
よ
び
有
価
証
券
届
出
書
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
詳
細
な
規
律

が
導
入
さ
れ
た52

。



不
実
開
示
に
関
す
る
金
融
商
品
取
引
法
上
の
民
事
責
任
制
度
の
沿
革

（一）

一
六

（
１
） 
届
出
の
効
力
発
生
前
の
募
集
等
の
禁
止
違
反
ま
た
は
目
論
見
書
の
交
付
義
務
違
反
に
係
る
民
事
責
任

　

ま
ず
、
届
出
の
効
力
発
生
前
の
募
集
等
の
禁
止
違
反
ま
た
は
目
論
見
書
の
交
付
義
務
違
反
に
関
し
て
、
有
価
証
券
を
取
得
さ
せ
た
当
該
違
反
者

は
取
得
者
に
当
該
違
反
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
の
賠
償
責
任
を
負
う
も
の
と
さ
れ
た
（
１
６
条
）
。
同
責
任
は
、
無
過
失
責
任
と
な
っ
て
い

る53

。
（
２
） 

目
論
見
書
等
の
虚
偽
表
示
等
に
係
る
民
事
責
任

　

次
に
、
目
論
見
書
等
の
虚
偽
表
示
等
に
関
し
て
、
虚
偽
表
示
等
の
あ
る
目
論
見
書
そ
の
他
の
表
示
を
用
い
て
有
価
証
券
を
取
得
さ
せ
た
者
は
、

虚
偽
表
示
等
に
つ
い
て
善
意
の
取
得
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
も
の
と
さ
れ
た
。
但
し
、
免
責
事
由
と
し
て
、
虚
偽
表
示
等
の
存
在
を

知
ら
ず
、
か
つ
、
相
当
な
注
意
を
用
い
た
が
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
の
立
証
が
定
め
ら
れ
た
（
１
７
条
）
。

（
３
） 

有
価
証
券
届
出
書
の
虚
偽
記
載
等
に
係
る
民
事
責
任

　

〔
責
任
主
体
〕

　

有
価
証
券
届
出
書
の
虚
偽
記
載
等
に
関
し
て
は
、
①
有
価
証
券
届
出
書
の
提
出
者
、
す
な
わ
ち
、
発
行
者54

、
②
同
届
出
書
に
署
名
ま
た
は
記
名

押
印
し
た
者
、
す
な
わ
ち
、
役
員
（
取
締
役
、
監
査
役
も
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
べ
き
者55

）
ま
た
は
発
起
人
、
③
発
行
者
で
あ
る
会
社
の
役
員
候
補

者
と
し
て
そ
の
氏
名
が
そ
の
者
の
同
意
を
得
て
同
届
出
書
に
記
載
さ
れ
た
者
、
④
専
門
家
で
あ
っ
て
、
同
届
出
書
の
作
成
に
関
し
て
使
用
さ
れ
る

資
料
等
を
提
供
し
た
者
と
し
て
、
ま
た
は
同
届
出
書
の
記
載
の
一
部
が
真
実
で
あ
る
こ
と
を
保
証
し
た
者
と
し
て
氏
名
が
同
意
を
得
て
記
載
さ
れ

た
者
、
⑤
当
該
有
価
証
券
の
引
受
人
、
⑥
①
か
ら
⑤
の
者
を
支
配
す
る
者
は
、
連
帯
し
て
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
も
の
と
さ
れ
た
（
１
９
条
１
項
、

２
２
条
１
項
）
。
な
お
、
専
門
家
以
外
の
者
は
、
有
価
証
券
届
出
書
の
記
載
全
般
に
つ
い
て
責
に
任
ず
る
も
の
と
さ
れ
、
専
門
家
は
、
自
己
の
提
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供
ま
た
は
保
証
し
た
部
分
に
つ
い
て
の
み
責
に
任
ず
る
も
の
と
さ
れ
た
（
１
８
条
１
項
４
号
但
書
参
照
）
。

　

〔
免
責
事
由
〕

　

こ
れ
ら
①
か
ら
⑥
の
者
に
つ
い
て
は
、
共
通
の
免
責
事
由
と
し
て
、
有
価
証
券
の
取
得
者
の
取
得
申
込
時
に
お
け
る
虚
偽
記
載
等
の
認
識
の
立

証
（
１
８
条
１
項
）
、
お
よ
び
、
後
述
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
者
の
損
害
と
虚
偽
記
載
等
の
因
果
関
係
の
不
存
在
の
立
証
（
２
０
条
２
項
）
が
定

め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
発
行
者
お
よ
び
支
配
者
以
外
の
者
、
す
な
わ
ち
、
②
か
ら
⑤
の
者
に
つ
い
て
は
免
責
事
由
が
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た56

。
す
な
わ
ち
、

第
一
に
、
届
出
の
効
力
発
生
前
に
関
し
て
、
役
員
・
発
起
人
・
役
員
候
補
者
に
つ
い
て
は
そ
の
地
位
を
辞
任
し
、
役
員
候
補
者
・
専
門
家
に
つ
い

て
は
氏
名
の
記
載
の
同
意
を
撤
回
し
、
ま
た
は
引
受
人
に
つ
い
て
は
引
受
契
約
を
解
除
し
、
か
つ
、
そ
の
旨
お
よ
び
有
価
証
券
届
出
書
の
う
ち
そ

の
者
が
責
に
任
ず
べ
き
部
分
に
つ
い
て
責
に
任
じ
な
い
旨
を
書
面
を
も
っ
て
証
券
取
引
委
員
会
お
よ
び
発
行
者
に
通
知
し
た
こ
と
が
定
め
ら
れ
た

（
１
９
条
１
号
）
。
第
二
に
、
届
出
の
効
力
発
生
後
に
関
し
て
、
効
力
発
生
を
知
っ
た
後
遅
滞
な
く
、
役
員
・
発
起
人
・
役
員
候
補
者
に
つ
い
て

は
そ
の
地
位
を
辞
任
し
、
役
員
候
補
者
・
専
門
家
に
つ
い
て
は
氏
名
の
記
載
の
同
意
を
撤
回
し
、
ま
た
は
引
受
人
に
つ
い
て
は
引
受
契
約
を
解
除

し
、
か
つ
、
そ
の
旨
お
よ
び
有
価
証
券
届
出
書
の
う
ち
そ
の
者
が
責
に
任
ず
べ
き
部
分
に
つ
い
て
責
に
任
じ
な
い
旨
を
書
面
を
も
っ
て
証
券
取
引

委
員
会
お
よ
び
発
行
者
に
通
知
し
、
さ
ら
に
広
告
し
た
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
（
１
９
条
２
号
）
。

　

続
い
て
、
有
価
証
券
届
出
書
の
記
載
に
つ
い
て
、
（
ａ
）
専
門
家
の
提
供
し
た
資
料
等
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
部
分
ま
た
は
専
門
家
が
そ
の

記
載
の
真
実
性
を
保
証
し
た
部
分
、
（
ｂ
）
公
務
員
の
陳
述
ま
た
は
公
文
書
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
部
分
、
（
ｃ
）
（
ａ
）
お
よ
び
（
ｂ
）
以

外
の
部
分
に
分
類
し
て
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
免
責
事
由
が
定
め
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
三
に
、
②
③
⑤
の
者
に
つ
い
て
、
（
ｃ
）
の
部
分
に
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（一）

一
八

関
し
て
、
作
成
前
に
相
当
な
調
査
を
行
っ
た
上
で
虚
偽
記
載
等
が
な
い
と
信
じ
、
か
つ
、
そ
の
よ
う
に
信
じ
た
こ
と
に
十
分
な
理
由
が
あ
っ
た
こ

と
が
定
め
ら
れ
た
（
１
９
条
３
号
・
１
９
条
１
項
４
号
但
書
）
。
第
四
に
、
④
の
専
門
家
に
つ
い
て
、
自
己
に
係
る
（
ａ
）
の
部
分
に
関
し
て
、

作
成
前
に
相
当
な
調
査
を
行
っ
た
上
で
虚
偽
記
載
等
が
な
い
と
信
じ
、
か
つ
、
そ
の
よ
う
に
信
じ
た
こ
と
に
十
分
な
理
由
が
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た

は
、
当
該
部
分
が
自
己
の
提
供
し
た
資
料
等
の
内
容
と
相
違
し
て
い
た
こ
と
も
し
く
は
そ
の
内
容
を
十
分
に
表
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
定
め
ら

れ
た
（
１
９
条
４
号
）
。
第
五
に
、
②
③
⑤
の
者
に
つ
い
て
、
（
ａ
）
の
部
分
に
関
し
て
、
虚
偽
記
載
等
の
存
在
ま
た
は
資
料
等
の
内
容
と
の
相

違
も
し
く
は
そ
の
内
容
の
表
示
の
不
十
分
を
知
ら
ず
、
か
つ
、
か
か
る
記
載
等
が
存
在
す
る
と
考
え
る
べ
き
十
分
な
理
由
が
な
か
っ
た
こ
と
が
定

め
ら
れ
た
（
１
９
条
５
号
）
。
第
六
に
、
②
③
⑤
の
者
に
つ
い
て
、
（
ｂ
）
の
部
分
に
関
し
て
、
虚
偽
記
載
等
の
存
在
ま
た
は
公
務
員
の
陳
述
・

公
文
書
の
内
容
と
の
相
違
も
し
く
は
そ
の
内
容
の
表
示
の
不
十
分
を
知
ら
ず
、
か
つ
、
か
か
る
記
載
等
が
存
在
す
る
と
考
え
る
べ
き
十
分
な
理
由

が
な
か
っ
た
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
（
１
９
条
６
号
）
。
こ
の
よ
う
に
１
９
条
３
号
・
４
号
は
、
賠
償
の
責
に
任
ず
べ
き
者
が
当
該
記
載
に
つ
い
て

十
分
に
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
５
号
・
６
号
と
比
し
て
免
責
事
由
を
厳
格
に
定
め
て
い
る57

。

　

支
配
者
に
つ
い
て
は
、
支
配
対
象
で
あ
る
者
に
応
じ
て
１
９
条
各
号
の
免
責
事
由
を
自
己
に
関
し
て
主
張
で
き
る
こ
と
に
加
え
て
（
２
２
条
２

項
）
、
支
配
対
象
で
あ
る
者
に
賠
償
の
責
に
任
ず
べ
き
原
因
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
か
つ
、
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
十
分
な
理
由
が
あ
っ
た
こ

と
が
定
め
ら
れ
た
（
２
２
条
１
項
）
。

　

〔
損
害
賠
償
請
求
権
者
〕　

　

損
害
賠
償
を
請
求
し
得
る
の
は
、
虚
偽
記
載
等
の
あ
る
有
価
証
券
届
出
書
に
係
る
有
価
証
券
の
取
得
者
と
さ
れ
た
（
１
８
条
１
項
本
文
）
。
す

な
わ
ち
、
第
一
次
取
得
者
に
限
ら
れ
て
お
ら
ず58

、
ま
た
、
虚
偽
記
載
等
を
信
頼
し
た
こ
と
も
要
求
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
当
該
有
価
証
券
を
転
得
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し
た
者
も
転
得
し
た
こ
と
を
立
証
で
き
れ
ば
損
害
賠
償
を
請
求
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　

た
だ
し
、
届
出
の
効
力
発
生
後
の
１
年
間
に
係
る
損
益
計
算
書
が
公
表
さ
れ
た
場
合
は
、
当
該
公
表
後
の
当
該
有
価
証
券
の
取
得
者
は
虚
偽
記

載
等
に
つ
い
て
善
意
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
た
（
１
８
条
２
項
）
。
こ
の
よ
う
な
立
証
責
任
の
転
換
の
趣
旨
は
、
損
益

計
算
書
に
よ
っ
て
会
社
の
業
績
等
の
判
断
資
料
が
公
開
さ
れ
て
い
る
た
め
と
さ
れ
る59

。

　

〔
損
害
賠
償
額
の
算
定
〕

　

損
害
賠
償
額
は
、
当
該
有
価
証
券
の
取
得
価
格
（
募
集
価
格
ま
た
は
売
出
価
格
を
超
え
な
い
価
格
）
か
ら
、
事
実
審
の
口
頭
弁
論
終
結
時
の
そ

の
市
場
価
額
（
市
場
価
額
が
な
い
と
き
は
処
分
推
定
価
額
）
を
控
除
し
た
額
と
さ
れ
、
同
口
頭
弁
論
終
結
時
に
処
分
し
て
い
た
場
合
に
は
処
分
価

額
を
控
除
し
た
額
と
さ
れ
た
（
２
０
条
１
項
）
。

　

た
だ
し
、
損
害
賠
償
義
務
者
は
、
有
価
証
券
届
出
書
の
う
ち
そ
の
者
が
責
に
任
ず
べ
き
部
分
に
係
る
虚
偽
記
載
等
に
よ
っ
て
生
ず
べ
き
値
下
が

り
以
外
の
事
情
に
よ
っ
て
損
害
額
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
生
じ
た
こ
と
を
立
証
し
た
場
合
は
、
そ
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て
責
任
を
負
わ
な

い
と
さ
れ
た60

（
１
９
条
２
項
）
。
こ
れ
は
、
一
般
的
な
経
済
事
情
の
変
動
な
ど
に
よ
る
価
格
の
下
落
を
想
定
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る61

。

　

〔
除
斥
期
間
〕

　

か
か
る
損
害
賠
償
請
求
権
は
、
有
価
証
券
届
出
書
の
虚
偽
記
載
等
を
知
っ
た
と
き
も
し
く
は
相
当
な
注
意
を
払
え
ば
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
き

か
ら
一
年
間
ま
た
は
同
届
出
書
の
届
出
の
効
力
発
生
か
ら
三
年
間
が
経
過
し
た
と
き
は
消
滅
す
る
と
さ
れ
た
（
２
１
条
）
。
損
害
賠
償
責
任
の
重

さ
か
ら
こ
の
よ
う
な
期
間
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
こ
れ
は
除
斥
期
間
と
さ
れ
て
い
る62 

。　
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融
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（一）

二
〇

　

４
、
昭
和
二
三
年
法
に
お
け
る
民
事
責
任
規
定
の
特
徴

　

立
案
担
当
官
が
第
二
章
の
規
定
は
殆
ど
米
国
証
券
法
の
翻
訳
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
よ
う
に63

、
発
行
市
場
に
対
す
る
不
実
開
示
に
つ
い
て
は
同
法

に
類
似
し
た
民
事
責
任
規
定
が
導
入
さ
れ
た
。
一
方
、
米
国
証
券
取
引
所
法
と
比
較
し
た
場
合
に
興
味
深
い
こ
と
は
、
流
通
市
場
に
対
す
る
不
実

開
示
に
つ
い
て
民
事
責
任
を
定
め
る
同
法
１
８
条
に
相
当
す
る
規
定
が
導
入
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る64

。
そ
の
理
由
は
、
端
的
に
は
、
昭
和

二
二
年
一
〇
月
二
七
日
にA

d
am

s

が
提
示
し
た
「
証
券
取
引
法
改
正
案
」
に
証
券
取
引
所
法
１
８
条
の
導
入
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

に
求
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、A

d
am

s

は
、
有
価
証
券
届
出
書
お
よ
び
目
論
見
書
等
の
虚
偽
記
載
等
に
係
る
民
事
責
任
規
定
の
導
入
し
か
求
め
て

お
ら
ず
（
改
正
案
１
５
・
１
６
・
１
７65

）
、
そ
し
て
、
そ
れ
は
昭
和
二
三
年
法
の
１
６
条
か
ら
２
２
条
と
し
て
反
映
さ
れ
た
。A

d
am

s

が
な
ぜ
証

券
取
引
所
法
１
８
条
の
導
入
を
求
め
な
か
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

な
お
、
流
通
市
場
に
対
す
る
情
報
開
示
（
有
価
証
券
報
告
書
・
上
場
有
価
証
券
報
告
書
・
転
得
者
以
外
の
者
と
の
関
係
で
は
有
価
証
券
届
出

書
）
に
つ
い
て
民
事
責
任
が
定
め
ら
れ
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
有
価
証
券
報
告
書
は
有
価

証
券
届
出
書
を
「
補
完
」
す
る
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
に66

、
当
時
の
情
報
開
示
の
理
念
は
発
行
開
示
中
心
主
義
で
あ
り
、
民
事
責
任

規
定
も
そ
の
反
映
と
把
握
で
き
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る67

。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
昭
和
四
〇
年
の
記
述
で
は
あ
る
が
、
大
蔵
省
は
、
有
価
証
券
報

告
書
と
上
場
有
価
証
券
報
告
書
の
流
通
市
場
に
対
す
る
情
報
開
示
と
し
て
の
意
義
を
指
摘
し
つ
つ
も
、
有
価
証
券
届
出
書
は
有
価
証
券
を
公
衆
に

取
得
せ
し
め
ん
と
す
る
積
極
的
な
意
思
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
流
通
市
場
に
お
い
て
投
資
者
が
自
由
な
意
思
で
取
引
を
行
う
場
合
よ
り

も
強
力
な
措
置
が
必
要
で
あ
り
、
有
価
証
券
届
出
書
に
係
る
民
事
責
任
規
定
は
同
届
出
書
に
よ
る
情
報
開
示
の
意
義
を
極
め
て
重
視
し
て
い
る
こ

と
を
反
映
し
て
い
る
と
説
明
し
て
い
た68

。



西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
　
　
第
四
七
巻
　
　
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
　
三
月
）

二
一

　

＊
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
・
若
手
（
Ｂ
）
﹇
研
究
課
題
番
号
：26780069

﹈
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

１　

 

昭
和
二
二
年
法
・
昭
和
二
三
年
法
の
制
定
過
程
に
つ
い
て
は
、
志
村
嘉
一「
証
券
」大
蔵
省
財
政
史
室
編『
昭
和
財
政
史
―
―
終
戦
か
ら
講
和
ま
で
―
― 

第
１
４
巻 

保
険
・

証
券
』三
一
三
‐
三
四
九
頁（
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
和
五
四
年
）〔
「
志
村
・
昭
和
財
政
史
」と
し
て
引
用
〕が
詳
細
で
あ
り
、
本
稿
も
同
研
究
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。

　
　
　

立
法
資
料
を
纏
め
た
も
の
と
し
て
は
、
志
村
嘉
一
監
修『
日
本
証
券
史
資
料 

戦
後
編 

第
一
巻 

―
―
証
券
関
係
帝
国
議
会
・
国
会
審
議
録（
１
）―
―
』（
日
本
証
券
経
済
研

究
所
、
昭
和
五
六
年
）〔
「
日
本
証
券
史
資
料
・
第
一
巻
」と
し
て
引
用
〕
、
志
村
嘉
一
監
修『
日
本
証
券
史
資
料 

戦
後
編 

第
五
巻 

―
―
証
券
市
場
の
改
革
・
再
編
―
―
』（
日

本
証
券
経
済
研
究
所
、
昭
和
六
〇
年
）〔
「
日
本
証
券
史
資
料
・
第
五
巻
」と
し
て
引
用
〕
、
小
林
和
子
監
修『
日
本
証
券
史
資
料 

戦
後
編 

第
十
巻 

―
―
証
券
史
談（
二
）・
補

遺 

他
―
―
』（
日
本
証
券
経
済
研
究
所
、
平
成
八
年
）〔
「
日
本
証
券
史
資
料
・
第
十
巻
」と
し
て
引
用
〕が
あ
る
。

　
　
　

ま
た
、
昭
和
二
二
年
法
と
二
三
年
法
の
双
方
の
立
案
担
当
官
に
よ
る
解
説
と
し
て
、
昭
和
二
二
年
法
に
つ
い
て
は
岡
村
峻「
證
券
取
引
法
概
説
」法
律
時
報
一
九
巻
五
号

九
頁（
昭
和
二
二
年
）〔
「
岡
村
・
二
二
年
法
概
説
」と
し
て
引
用
〕、
昭
和
二
三
年
法
に
つ
い
て
は
同『
改
正
證
券
取
引
法
解
説
』（
日
本
証
券
新
聞
社
、
昭
和
二
三
年
）〔
「
岡
村
・

二
三
年
法
解
説
」と
し
て
引
用
〕
、
ま
た
、
昭
和
二
三
年
法
の
立
案
担
当
官
に
よ
る
解
説
と
し
て
、
山
下
元
利『
改
正
証
券
取
引
法
解
説
』（
税
務
経
理
協
会
出
版
部
、
昭
和

二
三
年
）〔
「
山
下
・
二
三
年
法
解
説
」と
し
て
引
用
〕が
あ
る
。
解
説
と
し
て
は
さ
ら
に
、
矢
沢
惇「
証
券
取
引
法 

（
昭
和
二
二
・
三
・
二
八
法
律
二
一
号
）」同『
企
業
法
の
諸

問
題
』二
八
四
頁（
商
事
法
務
研
究
会
、昭
和
五
六
年
）〔「
矢
沢
・
二
二
年
法
解
説
」と
し
て
引
用
〕、同「
証
券
取
引
法
を
改
正
す
る
法
律（
昭
和
二
三
・
四
・
一
三
法
律
二
五
号
）」

同『
企
業
法
の
諸
問
題
』二
九
六
頁（
商
事
法
務
研
究
会
、
昭
和
五
六
年
）、
阪
田
純
雄「
改
正
證
券
取
引
法
概
説
」経
済
民
主
化
四
号
二
一
頁（
一
九
四
八
年
）、
吉
田
晴
二「
新

商
法
と
証
券
取
引
法
」日
本
経
済
新
聞
社
編『
新
商
法
実
務
講
座
』六
七
頁（
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
五
一
年
）が
あ
る
。

２　

前
注
に
掲
げ
た
資
料
の
ほ
か
、
立
案
担
当
官
や
関
係
者
の
論
考
・
証
言
と
し
て
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

　
　
　

①
証
券
取
引
法
研
究
会「
証
取
法
制
定
の
経
緯
」イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
メ
ン
ト
一
四
巻
六
号
二
六
頁〔
山
下
元
利
〕（
一
九
六
一
年
）
、
②
阪
田
純
雄
＝
吉
田
晴
二
＝
岡
村
峻
＝

荒
川
健
夫「
証
券
取
引
法
制
定
当
時
の
事
情
に
関
す
る
座
談
会
記
録
」証
券
経
済
時
報
一
二
巻
二
号
二
頁（
一
九
七
二
年
）〔
「
座
談
会
記
録
」と
し
て
引
用
〕
、
③
岡
村
峻「
占

領
期
証
券
行
政
の
回
顧
―
―
証
券
取
引
法
の
制
定
と
証
券
取
引
所
の
再
開
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
七
巻
一
二
号
四
六
頁（
一
九
七
二
年
）〔
「
岡
村
・
回
顧
」と
し
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（一）

二
二

て
引
用
〕
、
④
吉
田
晴
二「
証
券
取
引
法
の
制
定
」有
沢
広
巳
監
修『
証
券
百
年
史
』（
日
本
経
済
新
聞
社
、
昭
和
五
三
年
）
、
⑤
阿
部
康
二「
証
券
取
引
法
制
定
過
程
の
証
言 

３ 
証
取
法
の
原
案
で
き
る
」ジ
ュ
リ
ス
ト
九
六
〇
号
六
二
頁（
一
九
九
〇
年
）。

　
　
　

ま
た
、
志
村
嘉
一
監
修『
日
本
証
券
史
資
料 

戦
後
編 

第
四
巻 

―
―
証
券
史
談（
一
）―
―
』（
日
本
証
券
経
済
研
究
所
、
昭
和
五
九
年
） 〔
「
日
本
証
券
史
資
料
・
第
四
巻
」

と
し
て
引
用
〕に
は
、｢

ト
ー
マ
ス
・
Ｆ
・
Ｍ
・
ア
ダ
ム
ス
氏
証
券
史
談｣

（
一
九
六
頁
）、「
岡
村
峻
氏
証
券
史
談
」（
二
〇
七
頁
）、「
荒
川
健
夫
氏
証
券
史
談
」（
二
三
九
頁
）、「
藤

田
国
之
助
氏
日
記
抄
」（
二
七
二
頁
）
、「
吉
田
晴
二
氏
証
券
史
談
」（
四
四
六
頁
）が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

３　

昭
和
二
二
年
法
律
第
二
二
号「
証
券
取
引
法
」（
昭
和
二
二
年
三
月
二
八
日
）。

４　

昭
和
二
三
年
法
律
第
二
五
号「
証
券
取
引
法
を
改
正
す
る
法
律
」（
昭
和
二
三
年
四
月
一
三
日
）。

５　

 

日
本
証
券
取
引
所
法
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
神
崎
克
郎
＝
志
谷
匡
史
＝
川
口
恭
弘『
金
融
商
品
取
引
法
』四
一
‐
四
二
頁（
青
林
書
院
、
二
〇
一
二
年
）参
照
。

６　

 

志
村
・
昭
和
財
政
史･

前
掲
注（
１
）三
〇
〇
頁
。

７　

 

矢
沢
・
二
二
年
法
解
説･

前
掲
注（
１
）二
八
四
頁
。

８　

大
蔵
省
理
財
局「
取
引
所
法
中
改
正
法
律
案
」（
昭
和
二
一
年
四
月
二
三
日
）・
日
本
証
券
史
資
料
・
第
五
巻･

前
掲
注（
１
）七
四
七
‐
七
四
九
頁
、
お
よ
び
、「
Ｌ
Ｏ
七
一
八 

取
引
所
法
中
改
正
法
律
案
要
綱
に
つ
い
て
」（
昭
和
二
一
年
六
月
二
二
日
） ・
日
本
証
券
史
資
料
・
第
五
巻･

前
掲
注（
１
）七
四
九
頁
参
照
。
ま
た
、
志
村
・
昭
和
財
政
史･

前

掲
注（
１
）三
一
三
頁
、
岡
村
・
回
顧･

前
掲
注（
１
）四
六
頁
、
お
よ
び
、
岡
村
峻
氏
証
券
史
談
・
日
本
証
券
史
資
料
・
第
四
巻･

前
掲
注（
２
）二
一
一
頁
参
照
。 

９　

大
蔵
省
理
財
局「
取
引
所
法
中
改
正
法
律
案
に
関
す
る
司
令
部
意
見
」（
昭
和
二
一
年
七
月
二
九
日
）・
日
本
証
券
史
資
料
・
第
五
巻･

前
掲
注（
１
）七
五
〇
頁
参
照
。
ま
た
、

志
村
・
昭
和
財
政
史･

前
掲
注（
１
）三
一
三
‐
三
一
五
頁
参
照
。 

10　

 

大
蔵
省
終
戦
連
絡
部「
司
令
部
関
係
重
要
懸
案
事
項
調
第
一
報
中
証
券
取
引
法
に
関
す
る
件
」（
昭
和
二
一
年
一
〇
月
二
六
日
）・
日
本
証
券
史
資
料
・
第
五
巻･

前
掲
注（
１
）

七
五
六
‐
七
五
七
頁
、
志
村
・
昭
和
財
政
史･

前
掲
注（
１
）三
二
三
頁（
注
12
）
、
吉
田
晴
二
氏
証
券
史
談
・
日
本
証
券
史
資
料
・
第
四
巻･

前
掲
注（
２
）四
四
六
‐
四
四
七
頁
。

　
　
　

A
dam

s

は
、
米
国
の
証
券
取
引
所
の
会
員
と
し
て
実
務
経
験
を
有
す
る
人
物
で
あ
っ
た
。
ト
ー
マ
ス
・
Ｆ
・
Ｍ
・
ア
ダ
ム
ス
氏
証
券
史
談
・
日
本
証
券
史
資
料
・
第
四
巻･

前

掲
注（
２
）一
九
六
頁
、
二
〇
四
頁
参
照
。

11　

連
合
国
最
高
司
令
部「
証
券
取
引
法
案
要
綱
」（
昭
和
二
二
年
一
月
九
日
）・
日
本
証
券
史
資
料
・
第
五
巻･

前
掲
注（
１
）七
五
八
頁
参
照
。
同
資
料
は
、A

d
am

s

の
英
文
メ
モ

で
あ
る
。

12　

 

大
蔵
省
終
戦
連
絡
部
長「
証
券
取
引
所
の
再
開
に
関
し
て（
案
）」（
昭
和
二
一
年
八
月
一
九
日
）・
日
本
証
券
史
資
料
・
第
五
巻･

前
掲
注（
１
）七
〇
頁
、
七
二
頁
参
照
。

13　

 

大
蔵
省
理
財
局「
証
券
取
引
法
案（
未
定
稿
）目
次
」（
昭
和
二
一
年
一
〇
月
一
〇
日
）・
日
本
証
券
史
資
料
・
第
五
巻･

前
掲
注（
１
）七
五
〇
頁
参
照
。



西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
　
　
第
四
七
巻
　
　
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
　
三
月
）

二
三

14　

 
志
村
嘉
一「
資
料
解
説
」・
日
本
証
券
史
資
料
・
第
五
巻･

前
掲
注（
１
）七
四
二
頁
、
七
四
三
頁
。

15　

 

志
村
・
昭
和
財
政
史･

前
掲
注（
１
）三
一
九
‐
三
二
三
頁〔
大
蔵
省
理
財
局
証
券
課「
証
券
取
引
法
案
要
綱
」（
昭
和
二
一
年
一
二
月
二
一
日
）〕参
照
。

16　

 

岡
村
・
回
顧･
前
掲
注（
２
）四
七
頁
。

17　

 

大
蔵
省
理
財
局「
第
九
二
回
帝
国
議
会
証
券
取
引
法
案
想
定
質
疑
」（
昭
和
二
二
年
三
月
）・
日
本
証
券
史
資
料
・
第
五
巻･

前
掲
注（
１
）七
五
九
‐
七
六
六
頁
。

18　

 

山
下
・
二
三
年
法
解
説･

前
掲
注（
１
）一
頁
。
ま
た
、
第
九
十
二
回（
通
常
）帝
国
議
会「
貴
族
院 

証
券
取
引
法
案
特
別
委
員
会 

議
事
速
記
録
第
一
号
」〔
北
村
徳
太
郎
政
府

委
員
発
言
〕（
昭
和
二
二
年
三
月
七
日
）･

日
本
証
券
史
資
料
・
第
一
巻
・
前
掲
注（
１
）七
七
頁
参
照
。

19　

 

岡
村
・
二
三
年
法
解
説･
前
掲
注（
１
）九
‐
一
一
頁
。

　
　
　

戦
前
も
証
券
取
引
に
関
す
る
法
律
が
存
在
し
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
ら
は
、
国
民
経
済
的
観
点
か
ら
規
制
を
行
う
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
賭
博

類
似
行
為
を
抑
制
す
る
と
い
う
行
政
立
法
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
山
下
・
二
三
年
法
解
説･

前
掲
注（
１
）一
‐
二
頁
。
た
と
え
ば
、
取
引
所
法
は
、
取
引
所
の

組
織
や
取
引
の
規
律
に
留
ま
っ
て
い
た
。
同
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
田
中
耕
太
郎「
取
引
所
法
」同『
商
法
学 

特
殊
問
題 

下〔
復
刻
版（
追
補
）〕』二
六
七
頁（
新
青
出
版
、

一
九
九
八
年
）[

初
出:

『
新
法
学
全
集 

取
引
所
法
』（
日
本
評
論
社
、
昭
和
一
四
年
）]

参
照
。
戦
前
の
法
制
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
小
林
和
子『
日
本
証
券
史
論
│
戦
前
期

市
場
制
度
の
形
成
と
発
展
』第
一
部（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一
二
年
）参
照
。

20　

 

岡
村
・
二
三
年
法
解
説･

前
掲
注（
１
）一
一
頁
、
第
九
十
二
回（
通
常
）帝
国
議
会「
貴
族
院 

証
券
取
引
法
案
特
別
委
員
会 

議
事
速
記
録
第
一
号
」〔
北
村
徳
太
郎
政
府
委
員

発
言
〕（
昭
和
二
二
年
三
月
七
日
）･

日
本
証
券
史
資
料
・
第
一
巻
・
前
掲
注（
１
）九
七
頁
。

21　

 

岡
村
・
二
三
年
法
解
説･

前
掲
注（
１
）一
一
頁
、
志
村
嘉
一「
解
題
」･

日
本
証
券
史
資
料
・
第
一
巻
・
前
掲
注（
１
）七
頁
、
一
一
‐
一
二
頁
。

22　

 

岡
村
・
二
三
年
法
解
説･

前
掲
注（
１
）一
〇
頁
、
矢
沢
・
二
二
年
法
解
説･

前
掲
注（
１
）二
八
四
頁
。
戦
前
の
我
が
国
の
証
券
市
場
の
実
情
に
つ
い
て
は
、
寺
西
重
郎『
戦

前
期
日
本
の
金
融
シ
ス
テ
ム
』第
３
部
・
第
４
部（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
）
、
小
林
和
子『
産
業
の
昭
和
社
会
史
⑩ 

証
券
』第
一
章
・
第
二
章 

（
日
本
経
済
評
論
社
、

一
九
八
七
年
）参
照
。

23　

 

大
蔵
省
理
財
局
証
券
課「
第
九
十
二
回
帝
国
議
会
証
券
取
引
法
案
想
定
質
疑
」（
昭
和
二
二
年
三
月
）･

日
本
証
券
史
資
料
・
第
五
巻
・
前
掲
注（
１
）七
五
九
頁
、
七
六
一
頁
、

岡
村
・
二
三
年
法
解
説･

前
掲
注（
１
）二
九
頁
、
矢
沢
・
二
二
年
法
解
説･

前
掲
注（
１
）二
八
六
頁
。

　
　
　

株
式
申
込
証
・
社
債
申
込
証
の
記
載
事
項
に
つ
い
て
は
、
昭
和
一
三
年
商
法
１
７
５
条
２
項
・
３
５
０
条
・
３
０
１
条
２
項
、
不
実
記
載
の
罰
則
に
つ
い
て
は
同
４
９
０

条
参
照
。

24　

 

貸
借
対
照
表
の
公
告
義
務
は
昭
和
一
三
年
商
法
２
８
３
条
２
項
、
計
算
書
類
の
備
置
義
務
・
閲
覧
権
は
同
２
８
２
条
２
項
に
定
め
が
あ
っ
た
が
、
計
算
書
類
の
招
集
通
知



不
実
開
示
に
関
す
る
金
融
商
品
取
引
法
上
の
民
事
責
任
制
度
の
沿
革

（一）

二
四

へ
の
添
付
義
務
は
昭
和
４
９
年
商
法
改
正
に
よ
っ
て
２
８
３
条
２
項
と
し
て
規
定
さ
れ
た
。

25　

 

大
蔵
省
理
財
局
証
券
課「
第
九
十
二
回
帝
国
議
会
証
券
取
引
法
案
想
定
質
疑
」（
昭
和
二
二
年
三
月
）･

日
本
証
券
史
資
料
・
第
五
巻
・
前
掲
注（
１
）七
五
九
頁
、
七
六
一
頁
。

　
　
　

有
価
証
券
届
出
書
制
度
と
申
込
証
制
度
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
上
柳
克
郎
＝
鴻
常
夫
＝
竹
内
昭
夫
編
集
代
表『
新
版
注
釈
会
社
法（
７
） 

新
株
の
発
行
』八
八
‐
八
九
頁

〔
神
崎
克
郎
〕（
有
斐
閣
、
昭
和
六
二
年
）も
参
照
。

26　

 

目
論
見
書
は
、「
株
式
又
は
社
債
の
発
行
に
際
し
使
用
す
る
説
明
書
そ
の
他
の
文
書
で
、
事
業
に
関
す
る
計
画
又
は
収
支
見
込
を
記
載
し
た
も
の
」と
定
義
さ
れ
た（
４
条
）。

27　

 

有
価
証
券
届
出
書
に
記
載
し
た
内
容
と
異
な
る
事
項
を
記
載
し
た
目
論
見
書
は
、
そ
れ
が
附
加
で
あ
っ
て
も
省
略
で
あ
っ
て
も
使
用
で
き
な
い
も
の
と
さ
れ
た
。
岡
村
・

二
二
年
法
概
説･

前
掲
注（
１
）一
二
頁
、
矢
沢
・
二
二
年
法
解
説･

前
掲
注（
１
）二
八
七
頁
。

28　

 

岡
村
・
二
二
年
法
概
説･

前
掲
注（
１
）一
二
頁
。

29　

 

岡
村
・
二
二
年
法
概
説･

前
掲
注（
１
）一
一
頁
。

30　

 

昭
和
二
二
年
法
６
条
１
項
参
照
。

31　

 

岡
村
・
二
二
年
法
概
説･

前
掲
注（
１
）一
二
頁
。

32　

 

岡
村
・
二
二
年
法
概
説･

前
掲
注（
１
）一
一
頁
、
矢
沢
・
二
二
年
法
解
説･

前
掲
注（
１
）二
八
七
頁
。

33　

 

岡
村
・
二
二
年
法
概
説･

前
掲
注（
１
）一
二
頁
。

34　

岡
村
・
回
顧･

前
掲
注（
２
）四
八
頁
。

35　

 A
dam

s

に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
評
さ
れ
て
い
る
。
座
談
会
記
録･

前
掲
注（
２
）四
頁〔
阪
田
発
言
〕。

　
　
　
「
ア
ダ
ム
ス
氏
は
相
当
細
か
い
こ
と
も
よ
く
知
っ
て
お
り
、
彼
相
手
の
交
渉
に
は
、
当
方
も
相
当
神
経
を
使
う
必
要
が
あ
っ
た
が
、
彼
は
日
本
の
証
券
業
界
を
よ
く
す

る
と
い
う
パ
ッ
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
た
。
公
平
に
み
て
証
券
業
界
の
近
代
化
が
戦
後
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
に
対
す
る
一
人
の
重
要
な
功
労
者
で
あ
っ
た
。」

　
　
　

ま
た
、
次
の
よ
う
に
も
評
さ
れ
て
い
る
。
岡
村
・
回
顧･

前
掲
注（
２
）五
〇
頁
。

　
　
　
「
顧
み
る
と
、
ア
ダ
ム
ス
氏
は
、
わ
が
国
証
券
界
の
民
主
化
と
発
展
の
た
め
熱
意
を
も
っ
て
心
を
砕
い
た
人
で
あ
り
、
証
券
界
の
今
日
あ
る
に
つ
い
て
、
非
常
な
功
労

者
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
は
、
当
時
を
知
る
方
々
の
多
く
が
認
め
る
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。」

36　

 T. F. M
. A

dam
s &

 Iw
ao H

oshii, A
 F

inancial H
istory of M

odern Japan 201-02 
（1964

）; T. F. M
. A

dam
s &

 Iw
ao H

oshii, A
 F

inancial H
istory of the N

ew
 

Japan 51-52 （1972

）.

37　

 

吉
田
晴
二「
証
券
取
引
法
の
制
定
」有
沢
広
巳
監
修『
証
券
百
年
史
』二
〇
七
頁
、
二
〇
九
頁（
日
本
経
済
新
聞
社
、
昭
和
五
三
年
）。
ま
た
、
岡
村
・
二
三
年
法
解
説･

前
掲



西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
　
　
第
四
七
巻
　
　
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
　
三
月
）

二
五

注（
１
）五
頁
参
照
。

　
　
　

な
お
、
昭
和
二
二
年
法
の
改
正
はA

d
am

s

独
自
の
判
断
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
本
国
ワ
シ
ン
ト
ン
の
指
令
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
と
し
て
、

吉
田
晴
二
氏
証
券
史
談
・
日
本
証
券
史
資
料
・
第
四
巻･

前
掲
注（
２
）四
四
七
‐
四
四
八
頁
参
照
。但
し
、「
証
券
取
引
法
改
正
案
」を
起
草
し
た
の
はA

dam
s

で
あ
る
と
す
る
。

同
・
四
四
九
頁
。

38　

藤
田
国
之
助
氏
日
記
抄
・
日
本
証
券
史
資
料
・
第
四
巻･

前
掲
注（
２
）二
七
三
頁〔
吉
田
晴
二
注
〕
、
吉
田
晴
二
氏
証
券
史
談
・
日
本
証
券
史
資
料
・
第
四
巻･

前
掲
注（
２
）

四
四
九
頁
参
照
。

39　

大
蔵
省
理
財
局
証
券
課「
証
券
取
引
法
改
正
案
」（
昭
和
二
二
年
一
〇
月
二
七
日
草
案
・
一
一
月
三
日
提
出
）・
日
本
証
券
史
資
料
・
第
十
巻･

前
掲
注（
１
）七
七
〇
‐
七
八
七
頁

参
照
。
な
お
、
か
か
る
資
料
で
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
改
正
案
がA

dam
s

が
起
草
し
た
逐
条
改
正
案
の
翻
訳
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
小
林
和
子「
資
料
解
説
」

･

同
七
六
九
頁
、
志
村･

昭
和
財
政
史
・
前
掲
注（
１
）三
三
一
頁
・
注（
４
）
、
座
談
会
記
録･

前
掲
注（
２
）七
頁
参
照
。

40　

大
蔵
省
理
財
局「
証
券
取
引
法
改
正
案
に
つ
い
て
」（
昭
和
二
二
年
一
一
月
二
三
日
）・
日
本
証
券
史
資
料
・
第
五
巻･

前
掲
注（
１
）七
七
二
頁
、
岡
村
・
回
顧･

前
掲
注（
２
）

四
八
頁
参
照
。

41　

大
蔵
省
理
財
局
証
券
課「
証
券
取
引
法
改
正
に
関
す
る
ア
ダ
ム
ス
氏
提
案
主
要
点
」（
昭
和
二
二
年
一
一
月
四
日
） ・
日
本
証
券
史
資
料
・
第
五
巻･

前
掲
注（
１
）七
七
一
‐

七
七
二
頁
参
照
。

42　

岡
村
・
回
顧･

前
掲
注（
２
）四
八
頁
。
当
時
の
事
情
に
つ
い
て
、
座
談
会
記
録･

前
掲
注（
２
）七
‐
八
頁
参
照
。

43　

岡
村
峻
氏
証
券
史
談
・
日
本
証
券
史
資
料
・
第
四
巻･

前
掲
注（
２
）二
二
〇
‐
二
二
二
頁
。

44　

志
村
・
昭
和
財
政
史･

前
掲
注（
１
）三
三
四
‐
三
三
五
頁
。

45　

第
二
回（
通
常
）国
会「
参
議
院 

財
政
及
び
金
融
委
員
会
議
録 

第
十
三
号
」（
昭
和
二
三
年
三
月
二
七
日
）･

日
本
証
券
史
資
料
・
第
一
巻
・
前
掲
注（
１
）二
一
〇
頁
、
二
一
三
‐

二
一
四
頁
参
照
。

46　

大
蔵
省
理
財
局「
証
券
取
引
法
改
正
案
に
つ
い
て
」（
昭
和
二
二
年
一
一
月
二
三
日
）・
日
本
証
券
史
資
料
・
第
五
巻･

前
掲
注（
１
）七
七
二
頁
、
七
七
二
頁
参
照
。

47　

第
二
回（
通
常
）国
会「
衆
議
院 

財
政
及
び
金
融
委
員
会
議
録 

第
十
号
」（
昭
和
二
三
年
三
月
二
四
日
）〔
阪
田
純
雄
政
府
委
員
発
言
〕･

日
本
証
券
史
資
料
・
第
一
巻
・
前
掲
注

（
１
）一
九
五
頁
、
一
九
六
頁
。

48　

有
価
証
券
届
出
書
に
お
け
る
開
示
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
黒
沼
悦
郎「
証
券
市
場
の
再
生
へ
―
―
証
券
取
引
法
の
制
定
と
そ
の
後
の
諸
改
正
―
―
」浜
田
道
代
編『
北

澤
正
啓
先
生
古
希
祝
賀
論
文
集 

日
本
会
社
立
法
の
歴
史
的
展
開
』五
六
八
頁
、
五
七
四
頁（
商
事
法
務
研
究
会
、
平
成
一
一
年
）参
照
。



不
実
開
示
に
関
す
る
金
融
商
品
取
引
法
上
の
民
事
責
任
制
度
の
沿
革

（一）

二
六

49　

上
場
有
価
証
券
報
告
書
は
、A

d
am

s

の
改
正
案
４
７
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
大
蔵
省
理
財
局
証
券
課「
証
券
取
引
法
改
正
案
」（
昭
和
二
二
年
一
〇
月
二
七
日

草
案
・
一
一
月
三
日
提
出
）・
日
本
証
券
史
資
料
・
第
十
巻･

前
掲
注（
１
）七
七
〇
頁
、
七
八
四
頁
参
照
。

50　

岡
村･
二
三
年
法
解
説･

前
掲
注（
１
）一
五
二
頁
。

51　

岡
村･

二
三
年
法
解
説･

前
掲
注（
１
）二
頁
。

52　

昭
和
二
三
年
法
に
お
い
て
、
不
実
開
示
に
係
る
民
事
責
任
は
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
。

　
　
　

第
十
六
条　

第
四
条
第
一
項
又
は
前
条
の
規
定
に
違
反
し
て
有
価
証
券
を
取
得
さ
せ
た
者
は
、
こ
れ
を
取
得
し
た
者
に
対
し
当
該
違
反
行
為
に
因
り
生
じ
た
損
害
を
賠

償
す
る
責
に
任
ず
る
。

　
　
　

第
十
七
条　

重
要
な
事
項
に
つ
い
て
虚
偽
の
表
示
が
あ
り
、
又
は
表
示
す
べ
き
重
要
な
事
項
若
し
く
は
誤
解
を
生
ぜ
し
め
な
い
た
め
に
必
要
な
重
要
な
事
実
の
表
示
が

欠
け
て
い
る
目
論
見
書
そ
の
他
の
表
示
を
使
用
し
て
有
価
証
券
を
取
得
さ
せ
た
者
は
、
表
示
が
虚
偽
で
あ
り
、
又
は
欠
け
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
で
当
該
有
価
証
券
を

取
得
し
た
者
が
受
け
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
に
任
ず
る
。
但
し
、
賠
償
の
責
に
任
ず
べ
き
者
が
、
表
示
が
虚
偽
で
あ
り
、
又
は
欠
け
て
い
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
且
つ
、
相

当
な
注
意
を
用
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
こ
と
を
証
明
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　
　
　

第
十
八
条　

有
価
証
券
届
出
書
の
う
ち
に
、
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
虚
偽
の
記
載
が
あ
り
、
又
は
記
載
す
べ
き
重
要
な
事
項
若
し
く
は
誤
解
を
生
ぜ
し
め
な
い
た
め
に

必
要
な
重
要
な
事
実
の
記
載
が
欠
け
て
い
る
と
き
は
、
左
の
各
号
に
掲
げ
る
者
は
、
当
該
有
価
証
券
を
取
得
し
た
者
に
対
し
、
連
帯
し
て
損
害
賠
償
の
責
に
任
ず
る
。
但

し
、
当
該
有
価
証
券
を
取
得
し
た
者
が
そ
の
取
得
の
申
込
の
際
記
載
が
虚
偽
で
あ
り
、
又
は
欠
け
て
い
る
こ
と
を
知
つ
て
い
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　
　
　

一　

有
価
証
券
届
出
書
の
届
出
者

　
　
　

二　

有
価
証
券
届
出
書
に
署
名
又
は
記
名
押
印
し
た
者

　
　
　

三　

当
該
発
行
者
で
あ
る
会
社
の
役
員
候
補
者
と
し
て
そ
の
氏
名
が
そ
の
者
の
同
意
を
得
て
有
価
証
券
届
出
書
に
記
載
さ
れ
た
者

　
　
　

四　

技
術
者
、
鑑
定
人
そ
の
他
の
専
門
家（
以
下
専
門
家
と
い
う
。）で
あ
つ
て
、
有
価
証
券
届
出
書
の
作
成
に
関
し
て
使
用
さ
れ
る
資
料
、
報
告
若
し
く
は
鑑
定
を
提

供
し
、
又
は
有
価
証
券
届
出
書
の
記
載
の
一
部
が
真
実
で
あ
る
こ
と
を
保
証
し
た
も
の
と
し
て
そ
の
氏
名
が
そ
の
者
の
同
意
を
得
て
有
価
証
券
届
出
書
に
記
載
さ
れ
た
者

　

但
し
、
自
己
の
提
供
し
、
又
は
保
証
し
た
部
分
に
つ
い
て
の
み
、
そ
の
責
に
任
ず
る
。

　
　
　

五　

当
該
有
価
証
券
の
引
受
人　

但
し
、
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
そ
の
効
力
を
生
じ
た
日
以
後
に
当
該
有
価
証
券
の
引
受
人
と
な
つ
た
場
合
に
お
い
て

は
、
有
価
証
券
届
出
書
の
う
ち
引
受
人
と
な
つ
た
日
の
現
在
及
び
そ
の
日
後
の
記
載
に
つ
い
て
の
み
、
そ
の
責
に
任
ず
る
。

　
　
　

②　

当
該
有
価
証
券
の
発
行
者
が
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
そ
の
効
力
を
生
じ
た
日（
そ
の
日
が
会
社
成
立
の
日
以
前
で
あ
る
と
き
は
、
会
社
成
立
の
日
）



西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
　
　
第
四
七
巻
　
　
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
　
三
月
）

二
七

以
後
一
年
間
の
損
益
計
算
を
含
む
損
益
計
算
書
を
公
表
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
公
表
の
後
に
当
該
有
価
証
券
を
取
得
し
た
者
は
、
そ
の
者
が
有
価
証
券
届
出
書
の

う
ち
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
の
虚
偽
の
記
載
を
信
じ
、
又
は
記
載
す
べ
き
重
要
な
事
項
若
し
く
は
誤
解
を
生
ぜ
し
め
な
い
た
め
に
必
要
な
重
要
な
事
実
の
記
載
が
欠
け
て

い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
で
当
該
有
価
証
券
を
取
得
し
た
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
　
　

第
十
九
条　

前
条
の
規
定
に
よ
り
賠
償
の
責
に
任
ず
べ
き
者
で
当
該
有
価
証
券
の
発
行
者
以
外
の
者
は
、
左
に
掲
げ
る
事
項
の
一
を
証
明
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
同

条
の
規
定
に
よ
る
賠
償
の
責
に
任
じ
な
い
。

　
　
　

一　

そ
の
者
が
、有
価
証
券
届
出
書
の
う
ち
そ
の
者
が
責
に
任
ず
べ
き
部
分
に
つ
い
て
届
出
の
効
力
が
生
ず
る
日
前
に
同
条
第
二
号
第
三
号
に
規
定
す
る
地
位
を
辞
し
、

第
三
号
第
四
号
に
規
定
す
る
同
意
を
撤
回
し
、
又
は
第
五
号
に
規
定
す
る
引
受
人
と
な
る
契
約
を
解
除
し
、
且
つ
、
そ
の
旨
及
び
有
価
証
券
届
出
書
の
う
ち
当
該
部
分
に

つ
い
て
責
に
任
じ
な
い
旨
を
書
面
を
以
て
証
券
取
引
委
員
会
及
び
当
該
有
価
証
券
の
発
行
者
に
通
知
し
た
こ
と

　
　
　

二　

そ
の
者
が
、
有
価
証
券
届
出
書
の
う
ち
そ
の
者
が
責
に
任
ず
べ
き
部
分
に
つ
い
て
届
出
の
効
力
が
生
じ
た
こ
と
を
知
ら
な
か
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
届
出
の
効

力
が
生
じ
た
旨
を
知
つ
た
後
遅
滞
な
く
、
同
条
第
二
号
第
三
号
に
規
定
す
る
地
位
を
辞
し
、
第
三
号
第
四
号
に
規
定
す
る
同
意
を
撤
回
し
、
又
は
第
五
号
に
規
定
す
る
引

受
人
と
な
る
契
約
を
解
除
し
、
且
つ
、
そ
の
旨
及
び
有
価
証
券
届
出
書
の
う
ち
当
該
部
分
に
つ
い
て
責
に
任
じ
な
い
旨
を
書
面
を
以
て
証
券
取
引
委
員
会
及
び
当
該
有
価

証
券
の
発
行
者
に
通
知
し
及
び
広
告
し
た
こ
と

　
　
　

三　

そ
の
者
が
、
有
価
証
券
届
出
書
の
う
ち
専
門
家
の
提
供
し
た
資
料
、
報
告
若
し
く
は
鑑
定
に
基
い
て
作
成
さ
れ
た
部
分
、
専
門
家
が
そ
の
記
載
に
つ
い
て
真
実
で

あ
る
こ
と
を
保
証
し
た
部
分
及
び
公
務
員
の
陳
述
又
は
公
文
書
に
基
い
て
作
成
さ
れ
た
部
分
の
い
ず
れ
で
も
な
い
部
分
に
つ
い
て
、
作
成
前
相
当
な
調
査
を
し
た
上
、
そ

の
記
載
が
真
実
で
あ
り
、
又
、
記
載
す
べ
き
重
要
な
事
項
及
び
誤
解
を
生
ぜ
し
め
な
い
た
め
に
必
要
な
重
要
な
事
実
の
記
載
が
欠
け
て
い
な
か
つ
た
と
信
じ
、
且
つ
、
信

じ
た
こ
と
に
十
分
な
理
由
が
あ
つ
た
こ
と

　
　
　

四　

専
門
家
が
、
有
価
証
券
届
出
書
の
う
ち
自
己
の
提
供
し
た
資
料
、
報
告
若
し
く
は
鑑
定
に
基
い
て
作
成
さ
れ
た
部
分
又
は
自
己
が
そ
の
記
載
に
つ
い
て
真
実
で
あ

る
こ
と
を
保
証
し
た
部
分
に
つ
い
て
、
作
成
前
相
当
な
調
査
を
し
た
上
、
そ
の
記
載
が
真
実
で
あ
り
、
又
、
記
載
す
べ
き
重
要
な
事
項
及
び
誤
解
を
生
ぜ
し
め
な
い
た
め

に
必
要
な
重
要
な
事
実
の
記
載
が
欠
け
て
い
な
か
つ
た
と
信
じ
、
且
つ
、
信
じ
た
こ
と
に
十
分
な
理
由
が
あ
つ
た
こ
と
、
又
は
そ
の
部
分
が
自
己
の
提
供
し
た
資
料
、
報

告
若
し
く
は
鑑
定
の
内
容
と
異
な
り
若
し
く
は
こ
れ
を
十
分
に
表
わ
し
て
い
な
か
つ
た
こ
と

　
　
　

五　

そ
の
者
が
、
有
価
証
券
届
出
書
の
う
ち
そ
の
者
以
外
の
専
門
家
の
提
供
し
た
資
料
、
報
告
若
し
く
は
鑑
定
に
基
い
て
作
成
さ
れ
た
部
分
又
は
そ
の
者
以
外
の
専
門

家
が
そ
の
記
載
に
つ
い
て
真
実
で
あ
る
こ
と
を
保
証
し
た
部
分
に
つ
い
て
、
虚
偽
の
記
載
が
あ
り
、
又
は
記
載
す
べ
き
重
要
な
事
項
若
し
く
は
誤
解
を
生
ぜ
し
め
な
い
た

め
に
必
要
な
重
要
な
事
実
の
記
載
が
欠
け
て
い
た
こ
と
、
又
、
そ
の
部
分
が
そ
の
者
以
外
の
専
門
家
の
提
供
し
た
資
料
、
報
告
若
し
く
は
鑑
定
の
内
容
と
異
な
り
、
又
は
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（一）

二
八

こ
れ
を
十
分
に
表
わ
し
て
い
な
か
つ
た
こ
と
を
知
ら
ず
、
且
つ
、
信
ず
べ
き
十
分
な
理
由
が
な
か
つ
た
こ
と

　
　
　

六　

そ
の
者
が
、
有
価
証
券
届
出
書
の
う
ち
公
務
員
の
陳
述
又
は
公
文
書
に
基
い
て
作
成
さ
れ
た
部
分
に
つ
い
て
、
虚
偽
の
記
載
が
あ
り
、
又
は
記
載
す
べ
き
重
要
な

事
項
若
し
く
は
誤
解
を
生
ぜ
し
め
な
い
た
め
に
必
要
な
重
要
な
事
実
の
記
載
が
欠
け
て
い
た
こ
と
、
又
、
そ
の
部
分
が
公
務
員
の
陳
述
若
し
く
は
公
文
書
の
内
容
と
異
な

り
、
又
は
こ
れ
を
十
分
に
表
わ
し
て
い
な
か
つ
た
こ
と
を
知
ら
ず
、
且
つ
、
信
ず
べ
き
十
分
な
理
由
が
な
か
つ
た
こ
と

　
　
　

第
二
十
条　

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
賠
償
の
責
に
任
ず
べ
き
額
は
、
請
求
権
者
が
当
該
有
価
証
券
の
取
得
に
つ
い
て
支
払
つ
た
額（
当
該
有
価
証
券
の
募
集

価
格
又
は
売
出
価
格
に
取
得
し
た
有
価
証
券
の
数
を
乗
じ
た
額
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。）か
ら
左
の
各
号
の
一
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。

　
　
　

一　

当
該
有
価
証
券
の
事
実
審
の
口
頭
弁
論
終
結
の
時
に
お
け
る
市
場
価
額（
市
場
価
額
が
な
い
と
き
は
、
そ
の
時
に
お
け
る
処
分
推
定
価
額
）

　
　
　

二　

前
号
の
時
前
に
当
該
有
価
証
券
を
処
分
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
処
分
価
額

　
　

②　

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
賠
償
の
責
に
任
ず
べ
き
者
は
、
当
該
請
求
権
者
が
受
け
た
損
害
の
額
の
全
部
又
は
一
部
が
有
価
証
券
届
出
書
の
う
ち
そ
の
者
が
責

に
任
ず
べ
き
部
分
に
つ
い
て
虚
偽
の
記
載
が
あ
り
、
又
は
記
載
す
べ
き
重
要
な
事
項
若
し
く
は
誤
解
を
生
ぜ
し
め
な
い
た
め
に
必
要
な
重
要
な
事
実
の
記
載
が
欠
け
て
い

た
こ
と
に
因
つ
て
生
ず
べ
き
当
該
有
価
証
券
の
値
下
り
以
外
の
事
情
に
因
り
生
じ
た
こ
と
を
証
明
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
は
、
賠
償
の

責
に
任
じ
な
い
。

　
　
　

第
二
十
一
条　

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
賠
償
の
請
求
権
は
、
請
求
権
者
が
有
価
証
券
届
出
書
の
う
ち
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
虚
偽
の
記
載
が
あ
り
、
又
は
記

載
す
べ
き
重
要
な
事
項
若
し
く
は
誤
解
を
生
ぜ
し
め
な
い
た
め
に
必
要
な
重
要
な
事
実
の
記
載
が
欠
け
て
い
た
こ
と
を
知
つ
た
時
、
又
は
相
当
な
注
意
を
以
て
知
る
こ
と

が
で
き
る
時
か
ら
一
年
間
、
こ
れ
を
行
わ
な
い
と
き
は
、
消
滅
す
る
。
当
該
有
価
証
券
に
関
し
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
そ
の
効
力
を
生
じ
た
時
か
ら
三
年

間（
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
停
止
命
令
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
停
止
命
令
が
あ
つ
た
日
か
ら
そ
の
解
除
が
あ
つ
た
日
ま
で
の
期
間
は
、
こ
れ
を
算
入

し
な
い
。）
、
こ
れ
を
行
わ
な
い
と
き
も
、
ま
た
、
同
様
と
す
る
。

　
　
　

第
二
十
二
条　

第
十
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
名
義
の
株
式
を
実
質
的
に
有
す
る
等
の
方
法
に
よ
つ
て
そ
の
者
を
支
配
す
る
者
は
、
同
条
同
項
各
号
に
掲
げ
る

者
と
連
帯
し
て
同
条
の
規
定
に
よ
る
賠
償
の
責
に
任
ず
る
。
但
し
、
支
配
す
る
者
が
、
そ
の
支
配
を
受
け
る
者
が
賠
償
の
責
に
任
ず
べ
き
原
因
と
な
る
事
実
が
あ
る
こ
と

を
知
ら
ず
、
且
つ
、
知
ら
な
か
つ
た
こ
と
に
十
分
な
理
由
が
あ
つ
た
こ
と
を
証
明
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　
　
　

②　

前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
十
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
を
支
配
す
る
者
は
、
こ
れ
を
同
条
同
項
各
号
に
掲
げ
る
者
と
み
な
す
。

53　

岡
村･

二
三
年
法
解
説･

前
掲
注（
１
）四
四
頁
。

54　

昭
和
二
二
年
法
と
異
な
り
、
有
価
証
券
届
出
書
の
提
出
主
体
は「
発
行
者
」と
さ
れ
た（
５
条
１
項
）。



西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
　
　
第
四
七
巻
　
　
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
　
三
月
）

二
九

55　
「
役
員
」は
５
条
１
項
４
号
に
お
い
て
本
文
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
お
り
、
同
条
２
項
に
お
い
て
そ
の
全
員
の
有
価
証
券
届
出
書
へ
の
署
名
ま
た
は
記
名
押
印
義
務
が
定
め

ら
れ
て
い
る
。
か
か
る
仕
組
み
の
趣
旨
は
、
責
任
の
所
在
の
明
確
化
に
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。
岡
村･

二
三
年
法
解
説･

前
掲
注（
１
）三
二
頁
。

56　

個
々
の
発
起
人
は
免
責
事
由
の
立
証
に
よ
っ
て
責
任
を
免
れ
る
が
、
発
行
者
に
は
発
起
人
組
合
が
含
ま
れ
る
た
め
、
発
起
人
組
合
の
一
員
と
し
て
損
害
賠
償
責
任
を
免
れ

な
い
、
と
い
う
解
釈
が
立
案
担
当
官
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
よ
う
に
解
さ
な
け
れ
ば
会
社
不
成
立
の
場
合
に
投
資
者
の
救
済
の
途
が
失
わ
れ
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
山
下
・
二
三
年
法
解
説･

前
掲
注（
１
）三
六
頁
。

57　

山
下
・
二
三
年
法
解
説･
前
掲
注（
１
）三
八
頁

58　

岡
村･

二
三
年
法
解
説･
前
掲
注（
１
）四
四
頁
。

59　

岡
村･

二
三
年
法
解
説･

前
掲
注（
１
）四
六
頁
。

60　

な
お
、
岡
村･

二
三
年
法
解
説･
前
掲
注（
１
）五
〇
頁
は
、
損
害
と
虚
偽
記
載
等
の
因
果
関
係
の
不
存
在
を
主
張
で
き
る
の
は
発
行
者
以
外
の
損
害
賠
償
義
務
者
で
あ
る
と

す
る
が
、
条
文
構
造
か
ら
は
そ
の
よ
う
に
は
解
し
得
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
、
す
な
わ
ち
、
発
行
者
も
主
張
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。

61　

岡
村･

二
三
年
法
解
説･

前
掲
注（
１
）五
〇
頁
、
山
下
・
二
三
年
法
解
説･

前
掲
注（
１
）四
〇
頁
。

62　

岡
村･

二
三
年
法
解
説･

前
掲
注（
１
）五
一
頁
。

63　

証
券
取
引
法
研
究
会「
証
取
法
制
定
の
経
緯
」イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
メ
ン
ト
一
四
巻
六
号
二
六
頁
、
三
〇
頁〔
山
下
元
利
発
言
〕（
一
九
六
一
年
）。

64　

黒
沼･

前
掲
注（
４
８
）五
七
八
頁
も
、
証
券
取
引
所
法
１
８
条
に
相
当
す
る
規
定
が
置
か
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

65　

大
蔵
省
理
財
局
証
券
課「
証
券
取
引
法
改
正
案
」（
昭
和
二
二
年
一
〇
月
二
七
日
草
案
・
一
一
月
三
日
提
出
）・
日
本
証
券
史
資
料
・
第
十
巻･

前
掲
注（
１
）七
七
六
‐
七
七
八
頁

参
照
。

66　

山
下
・
二
三
年
法
解
説･

前
掲
注（
１
）四
一
頁
。

67　

黒
沼･

前
掲
注（
４
８
）五
七
三
頁
、
五
七
八
頁
。
な
お
、
戦
前
の
流
通
市
場
取
引
は
比
較
的
銘
柄
数
の
少
な
い
一
部
投
機
銘
柄
に
つ
い
て
の
清
算
取
引（
先
物
取
引
）に
集

中
し
て
お
り
、
情
報
開
示
の
現
実
的
必
要
性
が
乏
し
か
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
小
林
和
子「
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
の
進
展
と
証
券
恐
慌
」企
業
会
計
四
四
巻
一
号

一
二
九
頁
、
一
三
〇
頁（
一
九
九
二
年
）。

68　

大
蔵
省
証
券
局
年
報
編
集
委
員
会『
第
３
回 

大
蔵
省
証
券
局
年
報 

昭
和
４
０
年
版
』二
二
八
頁（
金
融
財
政
事
情
研
究
会
、
昭
和
四
〇
年
）。


